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1 はじめに 
 

本書は ASCET V6.2 がサポートする AUTOSAR 対応機能について説明するものです。 

1.1 安全に関する注意事項 
 

本製品を使用する際には、ユーザーの負傷やデバイスの損壊などを避けるため、製品の信頼性に

関する免責条項（「ETAS Safety Advice - 安全上の注意事項」）、および下記の注意事項をよくお読

みいただき、その指示に従ってください。 

1.1.1 適切な製品の使用について 
 

製品の不適切な使用や安全に関する注意事項に従わないことにより生じた一切の損害について、

ETAS GmbH は責任を負いません。 

1.1.2 安全に関する注意事項の記述書式 
 

本書内に記述されている安全に関する注意事項には、下記の標準シンボルが併記されます。 

 
安全に関する注意事項は以下の書式で記述されます。これらの情報は必ずよくお読みください。 

 

警告! 

中程度の危険性に関する注意事項です。記載事項を守らないと、重傷や生命の

危険を招く可能性があります。 

 

 

注意! 

軽度の危険性に関する注意事項です。記載事項を守らないと、軽～中程度の負

傷を招く危険性があります。 

 

 

注記 

物的損傷を招く可能性のある挙動についての説明です。 

 

1.1.3 本製品に関する特殊な注意事項 
 

本製品を安全に使用するには、一般的な注意事項に加え、以下の特殊な要件も守ってください。 

 本製品の準備や操作を行う前に、本製品を使用する環境が所定の条件を満たしていること
を確認してください。各条件については、使用する PC やハードウェアのドキュメントを参照し
てください。 
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警告! 

不適切に初期化された NVRAM 変数は、車両やテストベンチの予期しない挙

動を生じさせる危険性があり、安全が脅かされる状況を招く恐れがあります。 

ASCET-RP ターゲットの NVRAM 機能を使用する ASCET プロジェクトでは、ユー

ザー定義された初期化プロセス内で、すべての NV 変数の値がカレントプロジェ

クトに対して有効な状態になっているかを、個々の NV 変数単位および他の NV
変数との関連性においてチェックする必要があります。 

データ保存に関する NVRAM の特性から、不適切な初期値が使用されることに

より人体や装置が傷付けられる可能性のある環境内（車上やテストベンチなど）

においてプロジェクトが使用される場合は、この要件を厳守してください。 

 

さらに、製品 DVD に収められている ASCET V6.2 安全マニュアル（ASCET Safety 
Manual.pdf）に記載されている注意事項もよくお読みください。このドキュメントは製品インストー

ル時に ETASManuals\ASCET V6.2 フォルダにコピーされ、また ETAS ホームページのダウンロ

ードセンターからダウンロードすることもできます。 

1.2 システム情報 
 

ASCET 製品ファミリに含まれる各製品には、それぞれシミュレーションプロセッサとのインターフェー

ス、サードパーティのソフトウェアパッケージとのインターフェース、さらに ASCET のリモートアクセス

を行うためのインターフェース、といった機能が盛り込まれています。詳しくは『ASCET 入門ガイド』

を参照してください。  

現行バージョンの ASCET がサポートする AUTOSAR 対応機能を利用するには、以下の製品が必

要です。 

1. ASCET-MD 

2. ASCET-SE 

3. RTA-RTE （ASCET 製品ファミリには含まれません。 詳しい情報は

http://www.etas.com/ja/products/rta_rte.php をご覧ください） 

1.3 ユーザーマニュアルについて 
 

1.3.1 ユーザープロファイル 
 

本書（ユーザーズガイド）は、ECU（自動車制御ユニット）の開発や適合作業の経験がある方を対象

としています。本書をお読みいただくには、信号測定や ECU に関する技術についての専門的な知

識が必要です。また ASCET についての知識と AUTOSAR についての知識（少なくとも基礎知識）も

必要です。 

ASCET についての基礎情報は『ASCET 入門ガイド』にまとめられています。 

AUTOSAR についての知識が不十分である場合は、ASCET の AUTOSAR 対応機能を使用する前

に AUTOSAR の概念について適切な情報を取得されることをお奨めします。 

1.3.2 本書の構成 
 

本書『ASCET AUTOSAR ユーザーズガイド』は以下の章で構成されています。 

 「はじめに」（本章） 

一般情報や、ユーザー、システムに関する情報です。 

  

http://www.etas.com/
http://www.etas.com/ja/products/rta_rte.php
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 「AUTOSAR の概要」 

AUTOSAR について簡単に紹介しています。 

 「ASCET によるソフトウェアコンポーネント開発」 

This chapter describes how to configure ASCET for developing AUTOSAR software 
ASCET で AUTOSAR ソフトウェアコンポーネントを開発する際のコンフィギュレーション設定、

ソフトウェアコンポーネントを作成するアプローチ、RTE ジェネレータの使用についての説明

です。 

 「データ型」 

AUTOSAR で使用されるデータ型の紹介と、それを ASCET 内で使用する方法についての説

明です。 

 「インターフェース」 

ASCET がサポートする AUTOSAR インターフェースについて紹介します。 

 「ソフトウェアコンポーネント型」 

ソフトウェアコンポーネント型とポートについて紹介し、それらを ASCET で使用する方法につ

いて説明します。 

 「内部ビヘイビア（Internal Behavior）」 

イベント用基本フレームワークとランナブルエンティティについての概要を説明し、さらに、

RTE を設定してさまざまなタイプのランナブルエンティティとインターフェースとのインタラクシ

ョンを実現する方法を紹介します。 

 「モード」 

ソフトウェアコンポーネントがランナブルエンティティの実行制御のために使用するアプリケ

ーションモードを定義する方法を説明します。 

 「ソフトウェアコンポーネントの実装」 

ASCET でソフトウェアコンポーネントをモデリングして RTE が必要とするオブジェクトが宣言

されるようにする方法と、RTE ジェネレータ生成する RTE API の使用方法を説明します。 

 「お問い合わせ先」 

1.3.3 本書の使用法 
 

本書は PDF 形式の電子ファイルで、いつでも PC の画面上で閲覧することができます。索引やテキ

スト検索、ハイパーリンクといった参照機能を用いて必要な情報に素早くアクセスできます。 

ASCET をインストールすると、同時に AUTOSAR_UG_Tutorial というサンプルデータベースがイ

ンストールされます。本書で行う実習の内容は、このデータベースの Solutions というフォルダ

内にモデリングされています。また ハードディスクの generated code_Solutions というサブ

ディレクトリに ASCET が生成したコードが収められています。 

表記について 

ユーザーが実行するすべてのアクションは、いわゆる“Use-Case”形式で記述されています。つまり

以下に示すように、操作を行う目標がタイトルとして最初に簡潔に定義され（例：「新しいコンポーネ

ントを作成する」、「エレメントの名前を変更する」）、その下に、その目標を実現するために必要な操

作手順が列挙され、必要に応じて ASCET のウィンドウやダイアログボックスのスクリーンショットが

添付されています。 

作業の目的（ゴール）： 

 1 番目の操作 
操作についての説明 

 2 番目の操作 
 3 番目の操作 
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表記上の規則 

本書は以下の規則に従って表記されています。 

OCI_CANTxMessage msg0 = コードは灰色の背景の Courier（クーリエ）フォントで表記しま

す。 

コードの説明は、コメントとして表記します。コメントは一般的な

コメントの表記法を使用しています。 

File → Open を選択して…. メニューコマンドは 青い太字  で表記します。 

OK をクリックします。 ボタンのラベルは青い太字  で表記します。 

<Enter>を押して... キーボードのキーはブラケット<>で囲み、スモールキャップ

（SMALL CAPS）形式で表記します。 

“Open File” ダイアログボックスが

開きます。 

プログラムウィンドウ、ダイアログボックス、入力フィールド等の

タイトルは、“ ”で囲んで表記します。 

setup.exe ファイルを選択します。 リストボックス、プログラムコード、ファイル名、パス名等のテキ

スト文字列は、Courier（クーリエ）フォントで表記します。 

ディストリビューション はサンプル

ポイントの 1 次元テーブルです 
注意すべき個所や新出の用語等は太字 、または「 」で囲んで

表記します。 

OSEK グループ

（http://www.osekvdx.org を参

照）は各種標準規格を策定してい

ます。 

インターネットへのリンクは下線付きの青い文字で表記します。 

 

 

特に重要な注意事項は、以下のように表記されています。 

注記 

ユーザー向けの重要な注意事項... 

1.3.4 その他のドキュメント 
 

ASCET がサポートする AUTOSAR 対応機能に関するより詳しい情報は、ASCET オンラインヘルプ

の“Software Component Editor” （「ソフトウェアコンポーネントエディタ」）および“AUTOSAR 
Interfaces”（「AUTOSAR インターフェース」）のセクションに記載されています。 

また以下のユーザーマニュアルも各ソフトウェアとともにインストールされます。 

 ASCET Getting Started （『ASCET 入門ガイド』）－ ASCET V6.2 Getting 
Started.pdf 

 ASCET-SE User's Guide （『ASCET-SE ユーザーズガイド』）－ ASCET-SE V6.2 Users 
Guide.pdf 

 RTA-RTE User's Guide、その他の RTA-RTE マニュアル： Windows スタート メニューの 
ETAS プログラムグループから RTA-RTE <x.y>  → Documents → <document> を
選択してください。 

これらのドキュメントは ETAS ウェブサイトのダウンロードセンターからダウンロードしていただくこと

もできます。 

主要なドキュメントについては日本語版も用意されています。詳細はサポート窓口までお問い合わ

せください。 

http://www.osekvdx.org/
http://www.etas.com/en/products/download_center.php
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1.4 用語集 
 

ASCET 
ECU ソフトウェア開発ツール 

ASCET-MD 
ASCET Modeling and Design （ASCET モデリング／デザインツール） 

AUTOSAR 
Automotive Open System Architecture（http://www.autosar.org/ 参照） 

ARXML 
AUTOSAR コンフィギュレーションの記述に使用される XML（EXtensive Markup Language） 

BSW 
Basic software （基本ソフトウェア） － 通信、I/O など、一般的なすべてのソフトウェアコン
ポーネントが必要とする機能を提供するもの 

CPU 
Central processing unit （中央処理ユニット） 

ECU 
Embedded Control Unit（組込み制御ユニット） 

ERCOSEK 
OSEK 準拠の ETAS リアルタイムオペレーティングシステム 

OS 
Operating system （オペレーティングシステム） 

OSEK 
独語：Arbeitskreis Offene Systeme fur die Elektronik im Kraftfahrzeug （Open Systems 
and the Corresponding Interfaces for Automotive Electronics： 自動車エレクトロニクス用
オープンシステムおよびインターフェース） 

RE 
Runnable entity （ランナブルエンティティ） － 実行時に RTE によってトリガされる、SWC 内
の一連のコードで、ASCET の「プロセス」にほぼ相当するもの 

RTA-OSEK 
ETAS リアルタイムオペレーティングシステム － AUTOSAR-OS V1.0 (SC-1) と OSEK/VDX 
OS V2.2.3 の機能を提供し、MISRA に完全準拠 

RTA-OS 
ETAS リアルタイムオペレーティングシステム － AUTOSAR R3.0 OS と OSEK/VDX OS 
V2.2.3 の機能を提供し、MISRA に完全準拠 

RTA-RTE 
ETAS の AUTOSAR runtime environment （AUTOSAR 実行環境） 

RTE 
AUTOSAR runtime environment （AUTOSAR 実行環境） － ソフトウェアコンポーネント、基
本ソフトウェア、オペレーティングシステム間のインターフェースを提供するもの 

SWC 
AUTOSAR software component （AUTOSAR ソフトウェアコンポーネント） － AUTOSAR に
おける分割不可能な最小単位のソフトウェアコンポーネント 

UUID 
Universally Unique Identifier（統一モデリング言語） 

VFB 
Virtual Function Bus （仮想ファンクションバス） 

http://www.autosar.org/
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2 AUTOSAR の概要 
 

昨今の車両プロジェクトは、複数の電子制御ユニット（ECU）やネットワーク、そしてさまざまなソフト

ウェアアーキテクチャから構成され、そこに複数のサプライヤから提供されたソフトウェアコンポーネ

ントを統合するには非常に大きな労力を要します。このような環境においては、プロジェクト間での

自動車用組み込みソフトウェアの再利用性が明らかに制限されるだけでなく、十分な機能性が実装

された実証済みソフトウェアを提供するには、さらに余分な工程が必要になります。 

AUTOSAR パートナーシップは、特に基本的なシステム機能と機能的インターフェースを標準化する

ことにより、自動車エレクトロニクス向けソフトウェアの共同開発の簡略化、開発コストの低減、製品

化までの時間の短縮、および品質の向上を目標とし、安全関連システムの設計に必要なメカニズ

ムを提供しています。 

これらの目標に到達するために、AUTOSAR では自動車用組み込みソフトウェアのアーキテクチャ

を定義しています。このアーキテクチャでは、各アプリケーションの機能（「ファンクション」）を実装す

る「ソフトウェアコンポーネント」が柔軟かつ効率的に扱われ、ECU に依存しないソフトウェアコンポ

ーネントの再利用、交換、規模変更、統合を容易に行うことができます。 

以下の項では、AUTOSAR 対応のアプリケーションソフトウェアコンポーネントの開発方法について

簡単に説明します。詳細については、AUTOSAR ウェブサイト（http://www.autosar.org/）の資料を

参照してください。 

2.1 AUTOSARの基本的アプローチ 
 

AUTOSAR において「アプリケーションソフトウェア」とは、さまざまな車両ファンクションを指します。

各アプリケーションは 1 つまたは複数の「ソフトウェアコンポーネント」（SWC）で構成されます。SWC
は特定の CPU やロケーションに依存しないように作られています。システムコンフィギュレーション

を設定する際、このソフトウェアコンポーネントを任意の ECU にマッピングすることができます。 

SWC 環境を抽象化したものは仮想ファンクションバス（VFB： Virtual Function Bus）と呼ばれます。

実際の AUTOSAR 対応の ECU では、VFB のマッピングは ECU に依存する特定のインプリメンテー

ションのプラットフォームソフトウェアにより実現されます。AUTOSAR プラットフォームソフトウェアは

ランタイム環境（RTE）および基本ソフトウェア（BSW）という 2 つの機能領域に大きく分けられます。 

BSW は通信や I/O の機能だけでなく、診断やエラーレポーティング、不揮発メモリ管理など、ソフト

ウェアコンポーネントが使用する機能を提供します。 

アプリケーション SWC から BSW への直接アクセスは行えません。つまり、コンポーネントからオペ

レーティングシステムや通信サービスなどに直接アクセスすることはできません。代わりに、「ランタ

イム環境」（RTE： Runtime Environment） がソフトウェアコンポーネント、BSW モジュール、および

オペレーティングシステム（OS）の間のインターフェースとなります。SWC の相互接続においては、

RTE は電話の配電盤のように機能します。これは、接続するコンポーネント同士が単一 ECU に常

駐する場合も、車両バスで接続された複数のネットワーク ECU に常駐する場合も同じです。 

AUTOSAR では、OS は RTE を通じて SWC のランナブルエンティティを呼び出します。また基本ソフ

トウェアにとって RTE と OS は、アプリケーションソフトウェアの実行制御における重要なモジュール

です。 

ETAS は 10 余年にわたり自動車業界に自動車オペレーティングシステム（ERCOSEKおよび RTA-
OSEK）を提供しています。主要な AUTOSAR ソフトウェアモジュールをサポートする RTA-RTE 
AUTOSAR Runtime Environment および RTA-OS AUTOSAR Operating System を加え、RTA 製

品ラインはますます充実したものになりました。これらの製品の AUTOSAR 対応機能により、サード

パーティ製の基本ソフトウェアモジュールも RTA-RTE や RTA-OSEK とシームレスに統合できます。 

http://www.autosar.org/
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図 1: ランタイム環境（RTE）および基本ソフトウェア（Basic Software）として実装された仮想ファンク

ションバス（VFB）により実現される AUTOSAR ソフトウェアコンポーネント（SWC）間の通信 

2.2 AUTOSARオーサリングツールとは 
 

「AUTOSAR オーサリングツール」とは、以下のような AUTOSAR の各種ディスクリプションの翻訳、

加工、生成をサポートするソフトウェアツールです。 

 ソフトウェアコンポーネントディスクリプション －以下のものに関する記述です。 

− ソフトウェアコンポーネントが提供／要求する、処理とデータエレメント 

− ソフトウェアコンポーネントからインフラストラクチャへの要求事項 

− ソフトウェアコンポーネントに必要なリソース（メモリ、CPU 時間など） 

− ソフトウェアコンポーネントの具体的な実装情報 

 システム制約ディスクリプション － すべてのシステム情報、および ECU 間で一致していなけ
ればならない情報に関する記述です。 
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 ECU ディスクリプション － 各 ECU のリソースとコンフィギュレーションに関する記述です。 

AUTOSAR SWC は車両ネットワーク内の CPU にもロケーションにも依存しない、汎用アプリケーショ

ンレベルのコンポーネントです。システムコンフィギュレーションの設定により、システム設計者が定

義した制約条件に基づいて各 SWC を任意の ECU にマッピングすることができます。この

AUTOSAR ソフトウェアコンポーネントは AUTOSAR システムにおいて分割不可能な「アトミックユニ

ット（=最小単位）」であるため、1 つのコンポーネントを複数の ECU 上にまたがってマッピングする

ことはできません。 

SWC を作成するには、まずコンポーネント型（「SWC 型」）を定義する必要があります。SWC 型は

SWC の固定的な特性（ポート名、ポートのインターフェース種別、SWC のビヘイビアなど）を明らか

にするもので、各 SWC 型にはシステム内で一意の名前を付ける必要があります。1 つの SWC は

以下のもので構成されます。 

 コンポーネントのインフラストラクチャの設定方法を示す完全な SWC ディスクリプション 
 C コード形式の機能記述を含む SWC インプリメンテーション 

SWC を使用可能な状態にするには、コンフィギュレーション設定時にその SWC をインスタンス化す

る必要があります。「型」と「インスタンス」の関係は、従来のプログラミング言語における「型」と「変

数」の関係に相当します。つまり、アプリケーション規模で一意の型名（SWC 型）を定義し、その型

の変数（1 つまたは複数の SWC インスタンス）を一意の名前で宣言します。 

VFB モデルにおいて、ソフトウェアコンポーネント間のインタラクションは、インターフェース別の「ポ

ート」を通じて行われます。「インターフェース」は、通信される情報や通信のセマンティクスを制御し、

ポートは、SWC からインターフェースへのアクセスを提供します。ポートとインターフェースの組み合

わせは「AUTOSAR インターフェース」と呼ばれます。 

「ランナブルエンティティ」は、実行時に RTE によりトリガされる SWC 内のコード部分です（2.3 項「ラ

ンタイム環境（RTE）とは」を参照）。 

1 つのソフトウェアコンポーネントは、実行時に RTE がアクセスできる 1 つまたは複数のランナブル

エンティティで構成されます。ランナブルエンティティは以下のイベントによりトリガされます。 

 タイミングイベント － 周期的スケジューリングイベント（周期的なタイマのチックなど）です。
ランナブルエンティティは周期的実行のためのエントリポイントを提供します。 

 データ受信イベント － R ポートにおけるデータ受信によりトリガされるイベントです。 

AUTOSAR ランナブルエンティティはいくつかのカテゴリに分類されています。ASCET はカテゴリ 1
のランナブルエンティティをサポートしています。 

ランナブルエンティティを実行するためには、そのランナブルエンティティを AUTOSAR オペレーティ

ングシステムのタスクに割り当てておく必要があります。 

各 AUTOSAR エレメントは標準化された XML ファイル（いわゆる ARXML 形式）内で相互参照します。

ARXML のフォーマットは AUTOSAR のリリースバージョンにより若干異なりますが、AUTOSAR オー

サリングツールにはこの ARXML ディスクリプションの翻訳、生成、変更を行う機能が不可欠です。 

注記 

本書で紹介している ARXML の例は、AUTOSAR リリースバージョン 3.1.2 を使用して生成したも

のです。 

 

2.3 ランタイム環境（RTE）とは 
 

 VFB は「抽象化」によりコンポーネントの再利用を可能にするもので、実行時には、VFB の抽象化

を機能させるためのメカニズムがランタイム環境（RTE）によって提供されます。単純に言い換えると

「VFB を実装したものが RTE である」と表現することができますが、RTE は、ソフトウェアコンポーネ

ントについて以下の情報を実現するために必要なインターフェースとインフラストラクチャを提供す

る必要があります。 

1. 1 つの ECU への参照を行わずに実装できること 
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2. 「システム統合モデル」のコンポーネントとして認識された後は、アプリケーションソフトウェア

自体を変更しなくても ECU および広範囲の車両ネットワークに統合できること 

さらに具体的に言うと、RTE は以下のことを実現する必要があります。  

 ソフトウェアコンポーネント用の通信インフラストラクチャの提供 

同一 ECU 上のソフトウェアコンポーネント間の通信（ECU 内通信）と、異なる ECU 上のソフト

ウェアコンポーネント間の通信（ECU 間通信）の両方が含まれます。 

 ソフトウェアコンポーネントのリアルタイムスケジューリングの管理 

一般的には、SWC の各ランナブルエンティティを、設計時に定義された時間的制約条件に

基づき、オペレーティングシステムが提供するタスクにマッピングします。 

RTE により実装された「抽象化」の下では、アプリケーションソフトウェアコンポーネントは基本ソフト

ウェアに直接アクセスできません。つまり、アプリケーションソフトウェアコンポーネントはオペレーテ

ィングシステムや通信サービスなどを直接利用できないので、RTE はそのようなサービスの上に

「抽象化されたもの」を用意する必要があります。この「抽象化されたもの」は、ソフトウェアコンポー

ネントのロケーションにかかわらず不変であることが必要不可欠です。ソフトウェアコンポーネント間

のすべてのインタラクションは、標準化された RTE インターフェースの呼び出しにより行われます。 

さらに RTE は、1 つまたは複数の ECU 上の SWC で構成される定義済みアーキテクチャを具体的

に実現するためにも用いられます。効率化のため、所定のアーキテクチャを実現するために実装さ

れる RTE は、ECU ごとにビルド時に決定されます。標準化された RTE インターフェースが RTE 生

成ツールにより自動的に実装され、コンポーネントのインタラクションや配置に応じたインターフェー

スが確実に生成されます。 

たとえば、2 つのソフトウェアコンポーネントが同じ ECU 上に常駐している場合は、それらの間で内

部 ECU 通信を使用できますが、一方のコンポーネントを別の ECU に移動した場合は、車両ネット

ワーク経由で通信する必要があります。 

アプリケーションソフトウェアコンポーネントの側から見ると、生成された RTE は以下のようにして各

種 ECU の基本ソフトウェアの相違をカプセル化します。 

 一貫性のあるインターフェースをソフトウェアコンポーネントに提供し、ソフトウェアコンポーネ
ントの再利用性を確保します。一度設計され作成されたソフトウェアコンポーネントを何度も
利用できるようになります。 

 このインターフェースを、VFB の抽象化設計において実装された AUTOSAR 基本ソフトウェア
にバインドします。 

2.4 ビヘイビアモデリングツールとは 
 

AUTOSAR ビヘイビアモデリングツールでは、「ビヘイビアモデリング言語」を使用して、AUTOSAR
準拠の車両ファンクションの機能的ビヘイビア（機能的挙動）を定義して実装することができます。 

ビヘイビアモデリング言語は、主として機能的ビヘイビア仕様やファンクション／システム設計を掌

握するために使用される表記法です。一般的にビヘイビアモデリング言語はグラフィック表記を採

用し、「実行可能」なものと見なされます。つまり、ビヘイビアモデルをそのままシミュレーションエン

ジンで実行できるほど精密なセマンティックスを備えています。このようなセマンティックの精密さに

より、ファンクションモデルを C などのプログラミング言語のソースコードに変換することも可能です。 

ASCET をビヘイビアモデリングツールとして使用する場合、アプリケーションソフトウェアコンポーネ

ントの内部ビヘイビアはブロックダイアグラムエディタで記述します。内部ビヘイビアを構成するのは、

変数、メッセージ、パラメータ、クラスインスタンス、モジュールです。AUTOSAR ランナブルエンティテ

ィは、メソッド呼び出しとプロセスシーケンスによりシームレスに実装できます。 

AUTOSAR のコンセプトの多くは ASCET のインターフェース定義によく似ているため、既存の

ASCET モデルを AUTOSAR に容易に適応させることができます。ASCET は、既存ソフトウェアモジ

ュールのインターフェースを再構築して AUTOSAR 対応のものにするための機能を備えているため、

既存アプリケーションの作り直しに必要な作業工数を削減することができます。 
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3 ASCET によるソフトウェアコンポーネント開発 
 

3.1 ASCETのコンフィギュレーション設定 
 

本項では、ASCET のコンフィギュレーションを AUTOSAR ソフトウェアコンポーネント開発用に設定

する方法について簡単に説明します。ASCET の詳しい操作方法については『ASCET 入門ガイド』

（ASCET Getting Started）と ASCET オンラインヘルプを参照してください。 

3.1.1 AUTOSARコンポーネントの作成に関する設定 
 

ASCET のユーザーオプションには、AUTOSAR コンポーネント作成用の設定オプションが含まれて

います。 

AUTOSAR コンポーネントの作成を有効にする: 

 ASCET コンポーネントマネージャの Tools → Options を選択します。 
“Options”ダイアログボックスが開きます。 

 ダイアログボックス左側のツリービューの“Modeling”ノードにある 
Enable Creation of AUTOSAR components チェックボックスを
クリックしてオンにします。 

 OK をクリックします。 

 

図 2: AUTOSAR コンポーネントの作成を有効にする 

3.1.2 AUTOSAR用コード生成に関する設定 
 

ASCET における「プロジェクト」は、1 つの完全なソフトウェアシステムを構成するメインユニットです。

プロジェクトのコンテキストにおいて、変換式や実装型などが定義されます。 
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プロジェクトを作成する: 

 コンポーネントマネージャで Insert → Project を選択するか、また
は Insert Project ボタンをクリックして、新規プロジェクトを作成しま
す。 

 このプロジェクトの名前を ARProject にします。 
 Edit → Open Component を選択するか、または ARProject を

ダブルクリックします。 
プロジェクトエディタが開きます。 

コード生成オプションを AUTOSAR 用に設定する: 

 プロジェクトエディタで File → Properties を選択するか、または 
Project Properties ボタンをクリックします。 
“Project Properties”ダイアログボックスが開きます。 

 “Build ノード”で以下のオプションを選択します。 
− Target: ANSI-C 

注記 

ASCET V6.2 では、AUTOSAR コード生成に使用できるターゲット

は ANSI-C のみです。 

 
− Operating System: RTE-AUTOSAR x.y.z 

 

図 3: AUTOSAR プロジェクトのプロジェクト設定 
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注記 

ASCET V6.2 は AUTOSAR の以下のリリースをサポートしています。 

2.1.4, 3.0.2, 3.0.4, 3.1.0, 3.1.2, 3.1.4, 3.1.5, 4.0.2, 4.0.3. 

 
 “Code Generation”ノードの Casting コンボボックスで MISRA 

compliant を選択します。 
他のキャストオプションは、AUTOSAR には適していません。 

 

図 4: AUTOSAR プロジェクトのプロジェクト設定: MISRA 対応キャストモード 

メモリセクション定義ファイルを定義する:  

AUTOSAR プロジェクトのコード生成を行う際、ASCET は XML コンフィギュレーションファイルからメ

モリセクション情報を読み込みます。このファイルはプロジェクトプロパティの“OS Configuration”ノ
ードで指定します（図 5 参照）。 

 “Project Properties”ダイアログボックスの“OS Configuration”ノード
を開きます。 

 Memory Sections Configuration File フィールドで、メモリセクシ
ョン定義を含む XML ファイルのパスと名前を指定します。 
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図 5: AUTOSAR R4.0.*プロジェクト用 OS コンフィギュレーション設定 

ASCET には、memorySections_Autosar.xml（AUTOSAR R3.1.5 以前のバージョン用）およ

び memorySections_Autosar4.xml（AUTOSAR R4.0.*用）という 2 つのサンプルファイルが

付属しています。ここでは、選択されているオペレーティングシステム RTE-AUTOSAR *（3.1.2 項

「AUTOSAR 用コード生成に関する設定」を参照）に適した memorySelecions_*.xml ファイル

があらかじめ選択されています。 

3.1.3 AUTOSAR XML出力に関する設定 
 

“Project Properties”ダイアログボックスでは、AUTOSAR XML コンフィギュレーションファイルに関

する設定（パッケージ名やショートネームの設定）を行って、出力ファイルを指定することができます。  

AUTOSAR XML（ARXML）出力を設定する: 

 “Project Properties”ダイアログボックスの“OS Configuration”ノード
を開きます。 

 “AUTOSAR XML Configuration File”フィールドでコンフィギュレーショ
ンファイルの名前を選択（または入力）します。  
デフォルトでは、各 AUTOSAR バージョン（Rx.y）ごとにそれぞれ異な
るコンフィギュレーションファイルが使用されます。AUTOSAR バージョ
ンに応じて ARXML 設定が異なるため、このデフォルト設定を変更しな
いようにすることをお勧めします。 

 Edit ボタンをクリックして“ARXML Configuration Settings”ダイアログ
ボックスを開きます。 
このダイアログボックスには、AUTOSAR XML の生成に関する一連の
オプションが含まれています。各オプションは、  表 1 に示されるよう
に、複数のカテゴリに分類されます。 



ETAS ASCET によるソフトウェアコンポーネント開発 

ASCET V6.2 AUTOSAR ユーザーズガイド  26 

カテゴリ（ノード） 内容 

Package Templates ARXML パッケージ名を以下の構文で指定するためのテンプレートです。 

/<Root-Package>/<Sub-Package>/.../<Short-Name> 

各テンプレートごとに専用のオプションを使用します。 

Short Name Templates ARXML ショートネームを定義するためのテンプレートです。 

各テンプレートごとに専用のオプションを使用します。 

Filename Templates 関連するパッケージが生成されるファイル名を定義するためのテンプレ

ートです。  

各テンプレートごとに専用のオプションを使用します。 

Miscellaneous その他のオプションを定義します。テンプレートなど、ARXML の生成に関

するオプションが含まれます。  

表 1: 生成される ARXML コードに関する設定のカテゴリ（AUTOSAR バージョンにより異なる） 

 必要に応じて各カテゴリに含まれるオプションを設定します。 
“ARXML Configuration Settings”ダイアログボックスの下部に、各オ
プションについての詳しい説明が表示されます。 

 OK をクリックして設定を確定し、“ARXML Configuration Settings”ダ
イアログボックスを閉じます。 

注記 

“ARXML Configuration Settings”ダイアログボックスの設定内容は、

“Project Properties”ダイアログボックスで Cancel をクリックした場

合も保持されます。 

3.1.4 コード生成 
 

AUTOSAR プロジェクトには、必ず 1 つの AUTOSAR ソフトウェアコンポーネントを定義し、前項で説

明したプロジェクト設定を行う必要があります。このプロジェクトのコード生成を実行すると、ASCET
は AUTOSAR XML ディスクリプションファイル（*.arxml ファイル）とそれに対応する C コードを作

成します。生成された C コード内では、RTE を実装する AUTOSAR API マクロが使用されます。 

AUTOSAR ソフトウェアコンポーネントを作成する: 

 コンポーネントマネージャの Insert → AUTOSAR → Software 
Component を選択します。 

 このソフトウェアコンポーネントの名前を Swc にします。 

AUTOSAR ソフトウェアコンポーネントをプロジェクトに挿入する: 

 プロジェクト ARProject を開きます。 
プロジェクトエディタが開きます。 

 プロジェクトエディタで Insert → Component を選択します。 
“Select Item…”ダイアログボックスが開きます。 

 “1 Database”または“1 Workspace”フィールドで、コンポーネント
Swc を選択します。 
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図 6: プロジェクト ARProject のアイテム Swc を選択する  

 OK をクリックして“Select Item…”ダイアログボックスを閉じ、Swc を
プロジェクトに挿入します。 
“Properties for Complex Element”ダイアログボックスが開きます。こ
こでは Swc のインスタンス名やコメントなどを入力できます。 

 OK をクリックしてデフォルトの名前とコメントをそのまま使用します。  

プロジェクトのコードを生成する: 

 プロジェクトエディタで Build → Touch →Recursive を選択し、続
いて File → Export → Generated code → Recursive. 

注記 

ASCET V6.2 以降では、Build → Touch → Recursive の後に 
Build → Generate Code を選択する必要はありません。 

 
“Path to export Items”ダイアログボックスが開きます。デフォルトと
して Cgen （ASCET のコード生成ディレクトリ）が選択されています。 

注記 

ASCET インストールディレクトリ下の CGen ディレクトリは、コードジェ

ネレータの中間結果を保存するための一時ディレクトリです。コードを

このディレクトリに保存することは推奨しません。 

 
 生成済みコードのエクスポート先を指定します。  

ここでは ASCET のカレントデータベースのサブディレクトリ（例、
C:\ETASData\ASCET6.2\Database\AUTOSAR_UG_Tutoria
l）などを指定します。 
ARProject プロジェクトには空の AUTOSAR ソフトウェアコンポーネ
ント Swc が含まれているので、生成されるファイルは以下のようにな
ります。 
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図 7: ASCET が生成したプロジェクト ARProject 用コード (*.arxml、*.c、*.h ファイル) 

3.2 ソフトウェアコンポーネント作成のアプローチ 
 

ASCET における AUTOSAR ソフトウェアコンポーネントの開発は、「トップダウン」と「ボトムアップ」と

いう 2 通りのアプローチで行うことができます。 

トップダウンアプローチでは、ソフトウェアアーキテクチャをオーサリングツールで記述し、ソフトウェ

アコンポーネントを実装するためのビヘイビアモデリングツールとして ASCET を使用します。 

ボトムアップアプローチでは、ASCET をビヘイビアモデリングツールとしてだけでなく AUTOSAR ソフ

トウェアコンポーネントを記述するオーサリングツールとしても使用します。 

3.2.1 トップダウンアプローチ 
 

トップダウンアプローチでは、AUTOSAR ソフトウェアコンポーネントの作成は以下の 2 ステップで行

います。 

1. 第 1 ステップでコンポーネントのインターフェースを定義します。インターフェースはオーサリ

ングツールで記述し、ARXML に変換します。ARXML ファイル（1 つまたは複数）はコンポーネ

ント API ジェネレータに渡され、そこでインターフェースディスクリプションがヘッダファイルに

変換されます。基本的に、コンポーネント API ジェネレータは RTE ジェネレータの「コントラク

トフェーズ部分」に当たります（3.3.1 項「コントラクトフェーズ」を参照）。 

2. 第 2 ステップでは、ARXML ファイル（1 つまたは複数）を ASCET にインポートし、アプリケー

ションソフトウェアコンポーネント開発者が、ヘッダファイルに定義されたインターフェースを使

用する C ファイルの形式で内部ビヘイビアを記述します。このようにしてソフトウェアコンポー

ネントの*.h ファイルと*.c ファイルが定義され、コンパイル可能な状態になります。 

トップダウンアプローチで重要な役割を果たしているのは ARXML インポータです。これについて次

項以降で説明します。 

ARXML インポータ 

ソフトウェアコンポーネントの ARXML ディスクリプションは、「AUTOSAR to ASCET インポータ」によ

り ASCET にインポートされます。インポート時には、まずこのツールが、ソフトウェアコンポーネント

の記述に必要なすべての情報（AUTOSAR 型、インターフェース、ソフトウェアコンポーネント型）を

含んだ ARXML ファイルを ASCET 独自の XML 形式（「AMD 形式」）に変換し、ASCET がその AMD
ファイルを現在開いているデータベースまたはワークスペースにインポートします。 
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「AUTOSAR to ASCET インポータ」を起動するには、コンポーネントマネージャで Tools → 
AUTOSAR to ASCET Converter を選択します。詳しくは『AUTOSAR to ASCET Importer 
User’s Guide』を参照してください。 

ARXML ファイルのインポートには、標準のインポート用メニューコマンドを使用します。 

ARXML を ASCET にインポートする： 

 コンポーネントマネージャで File → Import を選択します。  
“Select Import File”ダイアログボックスが開きます。 

 インポートする ARXML ファイル（1 つまたは複数）を選択して OK をク
リックします。 
選択されたファイルが現在開いているデータベースまたはワークスペ
ースにインポートされます。 

ARXML インポータにおける UUID 属性の使用 

UUID（Universally Unique Identifier）は ARXML 定義内のオプショナルフィールドで、ほとんどのオ

ーサリングツールがサポートしています。ASCET も AMD 形式の UUID をサポートしているので、

AUTOSAR ツールチェーンに ASCET を容易に統合することができます。ただし現時点では、UUID
属性とともにインポートされたエレメントについては ASCET が生成する ARXML に UUID 属性が含

まれますが、そうでないエレメントは UUID 属性が空になります。 

UUID は主に、ARXML ファイルをインポートする際に ASCET データベース／ワークスペースの既存

コンポーネントを識別するために使用されます。UUID 属性の使用は明示的に有効にする必要があ

ります。 

コンポーネント識別用に UUID を使用する:  

 コンポーネントマネージャで Tools → Options を選択します。  
ASCET オプションダイアログボックスが開きます。 

 “Interfaces/Import”ノードを開きます。 
 Use UUIDs for Identification オプションをオンにします。  
 OK をクリックして設定を確定し、ASCET オプションダイアログボックス

を閉じます。 
Use UUIDs for Identification オプションは、“Select Import File”
ダイアログボックスでも設定できます（図 8）。 
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図 8: インポート時にコンポーネント識別用の UUID を使用する 

3.2.2 ボトムアップアプローチ 
 

ASCETは、アプリケーションソフトウェアコンポーネントのオーサリングツールとしてもビヘイビアモデ

リングツールとしても使用できます。ボトムアップアプローチでは、ASCETデータベース／ワークスペ

ース内でAUTOSARモデリングエレメント（ASCET V6.1 でサポートされているものは、モードグルー

プ、インターフェース 1、ソフトウェアコンポーネント）を作成し、管理します。  

3.3 RTEジェネレータの使用法 
 

AUTOSAR における開発フェーズと統合フェーズの分離は、以下の 2 フェーズからなるソフトウェア

コンポーネント開発プロセスに反映されています。 

1. ソフトウェアコンポーネントの開発： ソフトウェアコンポーネントの仕様決定・設計・実装を行

います。 

2. ソフトウェアコンポーネントの展開： ソフトウェアコンポーネントを ECU に割り当て、ECU 上の

基本ソフトウェアと統合します。 

                                                
1 センダ／レシーバ、クライアント／サーバー、Calprm（AUTOSAR R3.1.5 以前）／Parameter 
（AUTOSAR R4.0.*）、NVData（AUTOSAR R4.0.*） 
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この 2 つのフェーズからなる作業を実行すると、ソフトウェアコンポーネントの初期のコンフィギュレ

ーション設定を行った後、いくつかの補助的な設計・開発プロセスを経て VFB に統合し、その後、

RTE インターフェースを生成することができるので、モデルのプロトタイプが作成されてソフトウェア

コンポーネントが ECU 上に配置される前に、ソフトウェアコンポーネントを実装することができます。 

このように開発プロセスがフェーズ分けされていると、「コンポーネント型」を開発してからそのコンポ

ーネントプロトタイプを ECU に配置するまでに時間を置くことも可能になります。実際、一度開発さ

れたコンポーネントは、その後、何世代もの自動車に再利用される可能性があります。しかもコンポ

ーネントはインテグレータ（統合を担当する部署）に対してバイナリ形式でしか供給されない可能性

がありますが、それをまだ作成されていない他のコンポーネントとともに ECU に統合しなければなり

ません。 

RTE ジェネレータは、このようなフェーズ分けされたプロセスをサポートします。つまりコンポーネント

プロトタイプから ECU への割り当てを完全に把握することにより、RTE へのインターフェースを前も

って生成することを可能にします。RTE ジェネレータは、ソフトウェアコンポーネントディスクリプショ

ンを受け取り、その情報を用いてソフトウェアコンポーネント開発の開始に必要なインターフェース

定義ファイルを生成します。インターフェースは、RTE とコンポーネントとの「コントラクト」、つまり以

後の統合作業を容易にするためにコンポーネントが何を提供しなければならないか、という情報を

定義します。このフェーズは「コントラクトフェーズ」と呼ばれます。 

システムが統合され、ソフトウェアコンポーネントの ECU への割り当てがわかれば、RTE 自体の生

成は可能になります。しかしその後、さまざまな補助的情報（ソフトウェアコンポーネントのインスタ

ンス数、ランナブルエンティティが実行されるポイント、ECU の各通信についてのローカル／ネットワ

ーク経由の区別など）が判明してくると、RTE ジェネレータは、それらの情報に基づく最適化を含ん

だインターフェース定義ファイルを再生成することができます。このフェーズは「RTE フェーズ」と呼

ばれます。 

以降の項では、コントラクトフェーズと RTE フェーズについてさらに詳しく説明します。 

3.3.1 コントラクトフェーズ 
 

コントラクトフェーズにおいて RTE ジェネレータは、コンポーネントが実装時に使用するヘッダファイ

ルを作成します。ヘッダファイルは、コンポーネント（バイナリコードコンポーネントとソースコードコン

ポーネント）とシステムとの全体的な「コントラクト」（決まりごと）を定義するものです。コントラクトフェ

ーズで実行する場合、RTE ジェネレータはソフトウェアコンポーネントディスクリプションファイルにだ

けアクセスできればよく、システムの展開に関する情報は必要ありません。 

ARXML ファイル内の定義が API の定義に使用され、有効でないランナブルエンティティを宣言する

と、コンポーネントのコンパイル時にエラーが発生します。 

3.3.2 RTEフェーズ 
 

RTE フェーズにおいて RTE ジェネレータを使用するには、相当量のシステムエンジニアリングが必

要です。AUTOSAR 開発プロセスでは、システムエンジニアリングプロセスに対する以下のようなさ

まざまな入力が想定されます。 

 ソフトウェアコンポーネントディスクリプション － ソフトウェアコンポーネントと、そのポート、内
部ビヘイビア、実装特性、VFB への接続を想定した際にポートにより提供／要求されるイン
ターフェース（コントラクトフェーズで使用されるものと同じ記述） 

 ECU リソースディスクリプション － ECU のハードウェア特性（通信ポートなど） 
 システム制約ディスクリプション － システムの各種側面（通信プロトコルなど） 

AUTOSAR システム（つまりネットワーク経由で通信し合う複数の ECU にマッピングされる一連のソ

フトウェアコンポーネント）を構築するには、以下のものが定義されている必要があります。 

 ECU コンフィギュレーションディスクリプション － ソフトウェアコンポーネントの ECU へのマッ
ピングや、ECU 上で使用可能なリソース 

 システムコンフィギュレーションディスクリプション － ネットワークトポロジなどの情報や、
ECU 間通信の物理ネットワークへのマッピングなど 
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 ECU コンフィギュレーション － エレメント間のマッピング（ランナブルエンティティから
AUTOSAR オペレーティングシステムタスクへのマッピングや、AUTOSAR シグナルから
AUTOSAR COM シグナルへのマッピングなど） 

コンポーネントプロトタイプを ECU インスタンスに割り当てて AUTOSAR システムを設定した後は、

「RTE 生成」フェーズにおいて RTE ジェネレータを使用して以下を作成します。 

1. RTE 自体の実装コード 

2. ユーザーのコンフィギュレーションから得られたマッピング情報により最適化されたコンポー

ネントヘッダファイル 

3. ユーザーのランナブルエンティティがまとめられたオペレーティングシステムタスク 

4. （必要に応じて）生成された RTE オブジェクトと要求されたビヘイビアのためのオペレーティ

ングシステムコンフィギュレーションファイル 

5. （必要に応じて）ECU 間通信設定用の通信階層コンフィギュレーションファイル 

RTE フェーズにおいて RTE は、ソースコードコンポーネントのコンパイルに適した最適化済みアプリ

ケーションヘッダファイルを生成し、さらに必要に応じて、通信階層およびオペレーティングシステム

のための XML コンフィギュレーションファイルも生成します。RTE フェーズ実行時には、RTE ジェネ

レータはすべてのシステム展開情報にアクセスする必要があります。 

RTE は 1 つまたは複数の C モジュールとして生成され、各モジュールは RTE により出力される依

存関係情報に従ってコンパイルされる必要があります。モジュール Rte.c には生成された RTE コ

アが含まれています。  
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4 データ型（AUTOSAR R3.1.5 以前） 
 

インターフェース経由の通信は「型」により分類されているので、インターフェースを定義する前に、

使用できるデータの型を定義しておく必要があります。 

ASCET は基本型と複合型（複数の基本型の値で構成される型）の両方をサポートしています。 

AUTOSAR の基本データ型と複合データ型の定義は、データ実装情報に基づいて ASCET が作成し

ます。続いて、ASCET の実装データが AUTOSAR RTE により BSW 型にマッピングされます。 

4.1 BSW型 
 

AUTOSAR R3.1.5 以前のバージョンでは、AUTOSAR RTE は以下の BSW データ型をサポートして

います。 

 sint8 – 8 ビット符号付き整数 
 uint8 – 8 ビット符号なし整数 
 sint16 – 16 ビット符号付き整数 
 uint16 – 16 ビット符号なし整数 
 sint32 – 32 ビット符号付き整数 
 uint32 – 32 ビット符号なし整数 
 float32 – 単精度浮動小数点数 
 float64 – 倍精度浮動小数点数 
 uint8_least – 8 ビット以上の符号なし整数 
 uint16_least – 16 ビット以上の符号なし整数 
 uint32_least – 32 ビット以上の符号なし整数 
 sint8_least – 8 ビット以上の符号付き整数 
 sint16_least – 16 ビット以上の符号付き整数 
 sint32_least – 32 ビット以上の符号付き整数 
 boolean – TRUE/FALSE の 2 値をとる型 

 

BSW 型、および TRUE と FALSE の定義は、RTA-RTE インストールディレクトリ内にある AUTOSAR
ヘッダファイル Platform_Types.h に格納されます。 

4.2 基本データ型 
 

ASCET のデータ型システムはモデル型と実装型からなります。モデル型は 1 つまたは複数の実装

型で実現できる抽象汎用型です。 

スカラエレメント用の基本モデル型は以下のとおりです。 

 Logic（論理） 
 Signed Discrete（符号付き離散） 
 Unsigned Discrete（符号なし離散） 
 Continuous（連続） 

ASCET のすべてのスカラエレメントは、以下の実装型のいずれかを使用して実装する必要がありま

す。 

 sint8 
 sint16 
 sint32 
 uint8 
 uint16 
 uint32 



ETAS データ型（AUTOSAR R3.1.5 以前） 

ASCET V6.2 AUTOSAR ユーザーズガイド  34 

モデル型 cont は以下の型でも実装できます。 

 real64 
 real32 

モデル型 log は以下の型でも実装できます。 

 bool 

モデル型のデフォルトインプリメンテーションを設定する: 

 コンポーネントマネージャで Tools → Options を選択します。 
“Options”ダイアログボックスが開きます。 

 “Modeling/Implementation/default Implementation Types”ノード
を開きます。 

 デフォルトの実装型を下図の例のように設定します。 

 

図 9: モデル型のデフォルトインプリメンテーション 

 OK をクリックします。  

 

モデルエレメントのインプリメンテーションは個別に設定できます。以下に、変数 sdisc を 8 ビット符

号付き整数として実装する方法を説明します。 

モデル型 sdisc を sint8 として実装する: 

 コンポーネントマネージャから、3.1.1 項「AUTOSAR コンポーネントの
作成に関する設定」で作成したプロジェクト ARProject を選択して 
Edit → Open Component を選択するか、またはこのプロジェクト
をダブルクリックします。 
プロジェクトエディタウィンドウが開きます。 

 プロジェクトエディタで、ソフトウェアコンポーネント Swc をダブルクリッ
クします。 
ソフトウェアコンポーネントエディタウィンドウが開きます。 

 Signed Discrete Variable ボタンをクリックして sdisc 変数を作
成します。 
“Properties for Scalar Element: sdisc”ダイアログボックスが開きま
す。 
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 この変数の名前 sdisc（デフォルト名）をそのまま使用するので、OK 
をクリックしてプロパティダイアログボックスを閉じます。 

 “Outline”タブで sdisc エレメントを右クリックし、ショートカットメニュ
ーから Implementation を選択します。 
“Implementation for: sdisc”ダイアログボックスが開きます。 

 “Master”フィールドで、Implementation をオンにします。 
 “Implementation”フィールドで、sint8 を選択します。 
 OK をクリックして“Implementation for: sdisc”ダイアログボックスを

閉じます。 

 

図 10: 符号付き離散エレメント sdisc を sint8 に変換するように設定されたインプリメンテーション 

ASCET は、AUTOSAR プロジェクト用のコードを生成する際、各 ARXML エレメント（インターフェース

など）の中で基本データ型を参照できるようにするため、autosar_types.arxml というファイル
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を作成します。基本型は、その型のプロパティを定義するメタタイプタグと、その型の範囲と型名を

設定するサブタグを使用して以下のように宣言されます。 

 

コード 1: ARXML コード – 基本データ型（AUTOSAR R3.1.2） 

データ型のショートネームは有効な C 識別子である必要があります。 

型ファイル autosar_types.arxml は RTE ジェネレータへの入力です。ユーザー定義された基

本型の型定義は、生成されるファイル Rte_Type.h に含まれます。RTE が BSW データ型を参照

して基本型から作成する実装型は、特定のマイクロコントローラターゲット用 AUTOSAR ヘッダファ

イル Platform_Types.h に定義されます。 

4.3 セマンティクス付きの基本データ型 
 

ASCET では「列挙型」というデータ型を使用できます。 

ASCET における列挙型は、セマンティックス付きの整数型に相当します。セマンティックスはカテゴ

リ Text Table の compu-method により与えられます。compu-method は、ビットパターンから物

理値へ、およびその逆の変換式です。 

列挙型を作成する: 

 コンポーネントマネージャで Insert → Enumeration を選択するか、
または Enumeration ボタンをクリックします。 

 この列挙型の名前を Enumeration にします。 
“Contents”ペインに列挙型 Enumeration の内容が表示されます。 

 値 0 について、Enumeration → Rename を選択してラベル red
を設定します。 

 Enumeration → Add Enumeration → Append を選択するか、
または<INSERT> キーを押して、新しい列挙子作成し、その値を 1 に
してラベルを yellow に変更します。 

 もう 1 つ列挙子を追加し、値を 2、ラベルを green にします。 
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図 11: ASCET における列挙型の例 

データ型と compu-method は、AUTOSAR パッケージ ASCET_types 内にコンフィギュレーション

言語で以下のように定義されます。このパッケージ ASCET_types にはソフトウェアコンポーネント

固有の型が含まれます。このパッケージはソフトウェアコンポーネントの型ファイル（生成されるファ

イル Swc_Types.arxml）に格納されます。 

 

コード 2: ARXML コード – 列挙型（AUTOSAR R3.1.2） 

 

compu-method のディスクリプションは以下のとおりです。 
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コード 3: ARXML コード – 列挙型用 compu-method（AUTOSAR R3.1.2） 
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4.3.1 Std_ReturnType 
 

AUTOSAR 規格では、RTE API 関数から返される ステータスとエラーの値が定義されています。値

は以下のとおりで、Std_ReturnType 型で定義されています。 

エラーコード コードがサポートされている AUTOSAR バージョン 

R4.0.* R3.* R2.* 

RTE_E_COM_STOPPED ✓ ✓  

RTE_E_COMMS_ERROR   ✓ 

RTE_E_INVALID ✓ ✓ ✓ 

RTE_E_LIMIT ✓ ✓ ✓ 

RTE_E_LOST_DATA ✓ ✓ ✓ 

RTE_E_MAXAGE_EXCEEDED ✓ ✓ ✓ 

RTE_E_NO_DATA ✓ ✓ ✓ 

RTE_E_OK ✓ ✓ ✓ 

RTE_E_TIMEOUT ✓ ✓ ✓ 

RTE_E_TRANSMIT_ACK ✓ ✓ X 

表 2: AUTOSAR エラーコード 

ASCET は Std_ReturnType 型をビルトイン列挙型として提供しています。これらのエラーコード

は ASCET では予約語になっているので、他の列挙型で使用することはできません。 

また、E_OK も ASCET で予約されている語です。これは、サーバーランナブルがアプリケーションエ

ラーを返していないことを意味します。ユーザーはアプリケーションエラーとして発生する可能性の

ある値を標準の列挙型内に宣言、またはインポートする必要があります。 

4.4 複合型 
 

4.4.1 レコード型 
 

「レコード型」を使用して新しい複合型を作成することができます。レコード型は 1 つまたは複数の

名前付きメンバからなるデータ構造を定義するものです。 

ASCET でレコードを作成する: 

 コンポーネントマネージャで Insert → Record を選択するか、また
は Record ボタンをクリックします。 

 そのレコードの名前を Record にします。 
 Edit → Open Component を選択するか、そのレコードをダブルク

リックします。 
レコードエディタが開きます。 

 Unsigned Discrete Variable ボタンをクリックして変数 udisc を
作成します。 
“Properties for Scalar Element: udisc”ダイアログボックスが開きま
す。 

 変数名を A に変更します。 
  Logic Variable で、B という名前の log 変数を作成します。 
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図 12: エレメント A および B を持つレコード 

レコードのインプリメンテーションを設定する: 

 レコードエディタの“Elements”タブから“Implementation”タブに切り
替えます。 

 “Implementation”タブ上のエレメント A をダブルクリックします。 
“Implementation for: A”ダイアログボックスが開きます。 

 “Master”フィールドで Implementation をオンにします。 
 “Implementation”フィールドで uint16 を選択します。 
 “Max”フィールドを右クリックしてショートカットメニューを開き、

Default Value を選択します。 
 OK をクリックして“Implementation for: A”ダイアログボックスを閉じ

ます。 
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図 13: 符号なし離散エレメント A を uint16 で実装するように設定されたインプリメンテーション 

 論理変数 B について、実装型 bool を選択します。 
レコードエディタの“Implementation”タブは以下のようになります。 
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図 14: エレメント A および B を持つ Record のインプリメンテーション Impl 

ASCET のレコードを実装したものは AUTOSAR のレコード型に相当します。レコード型は AUTOSAR
パッケージ ASCET_types 内にコンフィギュレーション言語で定義されます。パッケージ

ASCET_types にはソフトウェアコンポーネント固有の型が定義され、このパッケージはソフトウェ

アコンポーネントの型ファイル（生成されるファイル Swc_Types.arxml）に格納されます。レコー

ド型 Record_Impl のメンバは以下のように記述されます。 

 

コード 4: ARXML コード – レコード型（AUTOSAR R3.1.2） 

 

RTE ジェネレータは定義された<RECORD-TYPE>ごとに C 構造型を 1 つずつ生成します。構造の

定義は生成されるファイル Rte_Type.h に含まれます。 

レコードの新しいインプリメンテーションを作成する: 

 レコードエディタで、Edit → Component → Implementation を
選択します。 
“Implementation Editor for: Record”ダイアログボックスが開きます。 

 Implementation → Add を選択し、そのインプリメンテーションの
名前を指定します（例： Impl32）。 

 A にインプリメンテーション uint32 を設定します。 
 B にインプリメンテーション bool を設定します。 
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 OK をクリックします。 

 

図 15: レコード型 Record_Impl32 

4.4.2 配列型 
 

「配列型」の場合もレコード型と同様、新しい複合型を作成することができます。配列型は、各インデ

ックス位置にマッピングされる一連の値を作成するものです。 

配列を作成する: 

 コンポーネントマネージャで、プロジェクト ARProject を選択し、
Edit → Open Component を選択します。 
プロジェクトエディタが開きます。 

 プロジェクトエディタで、ソフトウェアコンポーネント Swc をダブルクリッ
クします。 
ソフトウェアコンポーネントエディタが開きます。 

 Array ボタンを使用して配列を作成します。 
配列用プロパティエディタが開きます。 

 変数名を array にして、X の要素数を 16 にセットし、さらに基本型
unsigned discrete を選択します。 

 OK をクリックしてプロパティエディタを閉じます。 
 SWC エディタの“Outline”タブで、配列を右クリックしてショートカットメ

ニューから Implementation を選択します。 
“Implementation for: array”ダイアログボックスが開きます。 

 “Master”フィールドで Implementation をオンにします。  
 “Implementation”フィールドで uint8 を選択します。 
 OK をクリックして“Implementation for: array”ダイアログボックスを

閉じます。  

ASCET の配列を実装したものは AUTOSAR の配列型に相当します。配列型は AUTOSAR パッケー

ジ ASCET_types 内にコンフィギュレーション言語で定義されます。パッケージ ASCET_types に

はソフトウェアコンポーネント固有の型が定義され、このパッケージはソフトウェアコンポーネントの

型ファイル（生成されるファイル Swc_Types.arxml）に格納されます。インターフェースエレメント

などに使用される配列型 RASCET_Array_Uint8_16 は以下のように記述されます。 
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コード 5: ARXML コード – 配列型（AUTOSAR R3.1.2） 

RTE ジェネレータは定義された<ARRAY-TYPE>ごとに C 配列型を 1 つずつ生成するので、配列型

は C 配列と同じセマンティックスで宣言する必要があります。配列型の定義は生成されるファイル

Rte_Type.h に含まれます。 

注記 

アプリケーションソフトウェアコンポーネント内の配列のインプリメンテーションは、生成される

RTE 内の宣言と一致している必要があります。AUTOSAR R3.1.2 では、配列型エレメントを C コ

ードレベルで宣言する方法について最初に規定されています。詳細については、使用している

AUTOSAR バージョンのマニュアル AUTOSAR_SWS_RTE.pdf の 5.2.6.5 項を参照してくださ

い。 

ASCET における配列の C コード生成については、ファイル codegen.ini 内でオプション

ARArrayBaseTypePassing により設定できます 
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5 データ型（AUTOSAR R4.0.*） 
 

AUTOSAR R4.0.*のデータ型のメタモデルは、それまでのデータ型を全面的に変更したものとなっ

ています。AUTOSAR R4.0.*におけるデータ型は、図 16.に示されるように 3 つのレベルに抽象化

されています。 

アプリケーション型 

（Application Types） 

実装型 
（Implementation Types） 

基底型 
（Base Types） 

図 16: AUTOSAR R4.0.* におけるデータ型の抽象化レベル 

5.1 アプリケーションデータ型（Application Data Types） 
 

アプリケーションデータ型は物理単位で定義されます。これを用いることにより、アプリケーションの

作成者はライフサイクルの初期において C データ型を決定する必要がなくなります。 

アプリケーションデータ型には測定／適合ツールに対応するために必要な情報が含まれています。  

またアプリケーションデータ型は値の単位の自動変換にも対応しています。 

アプリケーションデータ型の<SHORT-NAME>がソフトウェアコンポーネント型（SWCT）として使用さ

れるので、複数の SWCT を統合する際に、1 つの ECU 上で同じ名前のアプリケーションデータ型を

複数持つことが可能です（ただし 1 つの SWCT 内ではこの限りではありません）。 

アプリケーションデータ型の<SHORT-NAME>は、生成されたコード内では使用されません。つまり

RTE の API はマッピングされた実装データ型として定義されます。 

より複雑なデータ型を使用する必要がある場合は、アプリケーションデータ型から別のアプリケーシ

ョン型を構成することができます。このような再帰的な定義により、レコードと配列の定義が可能で

す。 

RTE の生成時には、使用されるアプリケーションデータ型が実装型にマッピングされる必要があり

ます。詳しくは 5.3 項「型のマッピング」を参照してください。 

5.2 実装データ型（Implementation Data Types） 
 

実装データ型は、生成されるコード内の C データ型を表します。実装データ型の<SHORT-NAME>
が、C コード（API やユーザーコードなど）でデータ型を表すシンボルを定義します。 

一般的に実装データ型は、生成される C コード内の typedef 文となります。例外については

RTA-RTE ユーザーズガイドを参照してください。 

RTA-RTE は、生成される API 内で常に実装データ型を使用します。対応する<Variable-Data-
Prototype>がアプリケーションデータ型への参照として定義されている場合は、マッピングされる

実装データ型が API シグネチャ内で使用されます。 

5.3 型のマッピング 
 

アプリケーションデータ型（5.1 項参照）から実装データ型（5.2 項参照）へのマッピングには、SWC
固有の「データ型マッピング」が使用されます。 

モード宣言グループから実装データ型へのマッピングには「モード型マッピング」が使用されます。 
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注記 

RTA-RTE では、RTE 用コードを生成する際に、各アプリケーションデータ型用のデータ型マッピ

ング、および使用される各モード宣言グループ用のモード型マッピングが必要です。 

 

ASCET では、これらのマッピングは Swc_mappings.arxml というファイル内に提供されます。 

SWC 用のデータ型マッピングは、<DATA-TYPE-MAPPING-SET>エレメント内に定義されます。 

 

コード 6: ARXML コード － アプリケーションデータ型とモード型から実装型へのマッピング

（AUTOSAR R4.0.2） 

データ型マッピングには 1 つ以上のデータ型マッピング情報が含まれています。各マッピング情報

は 1 つのアプリケーションデータ型と 1 つの実装データ型を参照しています（ARMXL の例: コード 8、
コード 12、コード 15、コード 21 を参照）。 

データ型とモードマッピングについての詳しい情報は、RTA-RTE ユーザーズガイドを参照してくださ

い。 

5.4 プラットフォーム型（Platform Types） 
 

AUTOSAR では C コード内で使用する一連の「プラットフォーム型」が定義されています。これにより、

異なるターゲットハードウェアに対して同じセマンティックスを持つ一連の型を提供することが可能

になります。RTA-RTE は、内部変数用のデータ型を作成する必要が生じた際にプラットフォーム型

を使用します。 

一般的な実装データ型とは異なり、プラットフォーム型は C 言語の PlatformTypes.h ファイル

内にも定義されます。  

AUTOSAR R4.0.2 からは、プラットフォーム型の正確な定義とパッケージ名が決められています。 
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プラットフォーム型は、AUTOSAR Specification of Platform Types および標準のヘッダファイル

Platform_Types.h 内に、以下のように定義されています。 

 sint8 – 8 ビット符号付き整数 
 uint8 – 8 ビット符号なし整数 
 sint16 – 16 ビット符号付き整数 
 uint16 – 16 ビット符号なし整数 
 sint32 – 32 ビット符号付き整数 
 uint32 – 32 ビット符号なし整数 
 float32 – 単精度浮動小数点 
 float64 – 倍精度浮動小数点 
 uint8_least – 8 ビット以上の符号なし整数 
 uint16_least –16 ビット以上の符号なし整数 
 uint32_least – 32 ビット以上の符号なし整数 
 sint8_least – 7 ビット以上の符号付き整数（+符号ビット） 
 sint16_least – 15 ビット以上の符号付き整数（+符号ビット） 
 sint32_least – 31 ビット以上の符号付き整数（+符号ビット） 
 boolean – TRUE/FALSE. 

 

5.5 基底型（Base Types） 
 

最も下位レベルの基底型は、ハードウェアのアーキテクチャ（サイズやエンコーディングなど）に対

応するデータ型です。 

これをもとに実装データ型が作成されます。各基底型は、複数の実装データ型（5.2 項参照）により

参照されます。 

基底型の<SHORT-NAME>は、生成されるコード内では使用されず、モデル内で「参照ターゲット」と

してのみ使用されます。生成されるコード内で使用されるのは実装データ型のみです。 

5.6 使用例 
 

本項では、アプリケーションデータ型、実装データ型、プラットフォーム型、基底型の例を示します。

ここでは第 4 章の「データ型（AUTOSAR R3.1.5 以前）」（33 ページ）で使用されているモデルが使

用されています。 

5.6.1 基本アプリケーションデータ型 
 

AUTOSAR R4.0.*プロジェクトのコードを生成する際には、ASCET は Swc_appltypes.arxml 
および Swc_impltypes.arxml というファイルを生成し、

AUTOSAR_MOD_PlatformTypes.arxml および

AUTOSAR_MOD_PlatformBaseTypes_TC1796.arxml というファイルをコード生成ディレクト

リにコピーします。 

以下の例は、実装データ型が sint8 である変数 sdisc （33 ページの 4.2 項「基本データ型」を

参照）について Swc_appltypes.arxml 内に定義された基本アプリケーションデータ型を示して

います。 
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コード 7: ARXML コード – 基本アプリケーションデータ型 SInt8（AUTOSAR R4.0.2） 

Swc_mappings.arxml ファイル内では、アプリケーションデータ型が実装データ型にマッピング

されています。 

 

コード 8: ARXML コード – アプリケーションデータ型 SInt8 と実装データ型 sint8 のマッピング

（AUTOSAR R4.0.2） 
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参照される実装データ型はプラットフォーム型なので、Swc_impltypes.arxml ファイル内には

含まれません。参照される実装データ型は、AUTOSAR_MOD_PlatformTypes.arxml ファイル

内に以下のように定義されます。 

 

コード 9: ARXML コード – プラットフォームデータ型 sint8（AUTOSAR R4.0.2） 

参照される基底型は AUTOSAR_MOD_PlatformBaseTypes_TC1796.arxml ファイル内に以

下のように定義されます。 
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コード 10: ARXML コード – 基底型 sint8（AUTOSAR R4.0.2） 

5.6.2 列挙型（セマンティックス付きの基本データ型）  
 

以下の例は、列挙型 Enumeration（36 ページの 4.3 項「セマンティクス付きの基本データ型」を

参照）について Swc_appltypes.arxml 内に定義されたアプリケーションデータ型を示していま

す。 
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コード 11: ARXML コード – アプリケーションデータ型 Enumeration（AUTOSAR R4.0.2） 

Swc_mappings.arxml ファイル内で、アプリケーションデータ型は以下のように実装データ型に

マッピングされています。 

 

コード 12: ARXML コード – アプリケーションデータ型 Enumeration と実装データ型のマッピング

（AUTOSAR R4.0.2） 
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参照される実装データ型はプラットフォーム型ではないため、Swc_impltypes.arxml ファイル

内に含まれています。  

 

コード 13: ARXML コード – 実装データ型 Enumeration（AUTOSAR R4.0.2） 

実装データ型はプラットフォーム型 sint8 を参照しています（49 ページのコード 9 を参照）。 

プラットフォーム型 sint8 は基底型 sint8 を参照しています（50 ページのコード 10 を参照）。 

5.6.3 レコード型（複合型） 
 

レコード Record（4.4.1 項の「レコード型」を参照）については、Swc_appltypes.arxml ファイ

ル内に以下のようなアプリケーションデータ型が定義されます。 
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コード 14: ARXML コード – アプリケーションデータ型 Record_Impl（AUTOSAR R4.0.2） 

Swc_mappings.arxml ファイル内で、アプリケーションデータ型 Record_Impl は以下のよう

に実装データ型にマッピングされます。 
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コード 15: ARXML コード – アプリケーションデータ型 Record_Impl と実装データ型のマッピング

（AUTOSAR R4.0.2） 

参照されている実装データ型はプラットフォーム型ではないため、Swc_impltypes.arxml ファ

イル内に含まれています。  
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コード 16: ARXML コード – 実装データ型 Record_Impl（AUTOSAR R4.0.2） 

実装データ型 Record_impl は、2 つのプラットフォーム型（各レコードエレメントがそれぞれ１つ

ずつ）を参照しています。参照される実装データ型は、AUTOSAR_MOD_PlatformTypes.arxml
ファイル内に以下のように示されます。 
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コード 17: ARXML コード – プラットフォームデータ型 Boolean（AUTOSAR R4.0.2） 
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コード 18: ARXML コード – プラットフォームデータ型 uint16（AUTOSAR R4.0.2） 

コード 17 とコード 18 で参照されている基底型 boolean および uint16 は、

AUTOSAR_MOD_PlatformBaseTypes_TC1796.arxml ファイル内に以下のように定義されま

す。 
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コード 19: ARXML コード – 基底型 boolean および uint16（AUTOSAR R4.0.2） 

5.6.4 配列型（複合型）  
 

配列 array（4.4.2 項の「配列型」を参照）については、Swc_appltypes.arxml ファイル内に以

下のようなアプリケーションデータ型が定義されます。 
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コード 20: ARXML コード – カテゴリ ARRAY のアプリケーションデータ型 UInt8_16（AUTOSAR 
R4.0.2） 

Swc_mappings.arxml ファイル内で、以下のようにアプリケーションデータ型が実装データ型に

マッピングされています。 
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コード 21: ARXML コード – アプリケーションデータ型 UInt8_16 と実装データ型のマッピング

（AUTOSAR R4.0.2） 

参照される実装データ型はプラットフォーム型ではないため、Swc_impltypes.arxml ファイル

内に含まれています。 

 

コード 22: ARXML コード – 実装データ型 Record_Impl（AUTOSAR R4.0.2） 
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実装データ型はプラットフォーム型 uint8 を参照しています。参照される実装データ型は、

AUTOSAR_MOD_PlatformTypes.arxml ファイル内に以下のように示されます。 

 

コード 23: ARXML コード – プラットフォームデータ型 uint8（AUTOSAR R4.0.2） 

プラットフォーム型 uint8 は基底型 uint8 を参照しています。後者は

AUTOSAR_MOD_PlatformBaseTypes_TC1796.arxml ファイル内に以下のように定義されま

す。 

 

コード 24: ARXML コード – 基底型 uint8（AUTOSAR R4.0.2） 
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6 インターフェース 
 

1 つのアプリケーションが複数のソフトウェアコンポーネントで構成される場合、各ソフトウェアコンポ

ーネントがデータを交換したり所定のファンクションをトリガしたりするために「通信」を行う必要があ

ります。AUTOSAR ソフトウェアコンポーネント間の通信には「ポート」と「インターフェース」を使用し

ます。インターフェースには以下のタイプがあります。 

1. センダ／レシーバ（シグナル渡し） – 6.1 項参照 

2. モードスイッチ（モードスイッチの通信） – 6.2 項参照 

3. クライアント／サーバー（関数呼び出し） – 6.3 項参照 

4. 適合 – 6.4 項参照 

5. NVデータ 1（不揮発性シグナルの受け渡し） – 6.5 項参照 

これらの通信モデルが AUTOSAR の「インターフェース」と呼ばれます。 

ソフトウェアコンポーネントのポートにはPポート（提供ポート）とRポート（要求ポート）があり、これら

はインターフェースの型により分類されます。インターフェース型は<SENDER-RECEIVER-
INTERFACE>、<MODE-SWITCH-INTERFACE>1 、<CLIENT-SERVER-INTERFACE>、 
<CALPRM-INTERFACE>2 / <PARAMETER-INTERFACE>1 、<NV-DATA-INTERFACE>1のい

ずれかのエレメントを用いて定義されます。 

各インターフェース（センダ／レシーバ、クライアント／サーバー、適合）の定義については、本章で

詳しく説明します。 

ソフトウェアコンポーネントとインターフェースとのインタラクションの方法は、ソフトウェアコンポーネ

ントを参照する<INTERNAL-BEHAVIOR>エレメントにより定義されます。これについては、 第 8 章 
「内部ビヘイビア（Internal Behavior）」で説明します。 

6.1 センダ／レシーバ 
 

「センダ／レシーバ通信」においては、アトミックデータエレメントからなるシグナルを 1 つのコンポー

ネントが送信して 1 つまたは複数のコンポーネントが受信します。 

各センダ／レシーバインターフェースには複数のデータエレメントを含めることができ、各データエレ

メントを個別に送受信できます。 

センダ／レシーバインターフェースを作成する: 

 コンポーネントマネージャで、Insert → AUTOSAR →
SenderReceiver_Interface を選択します。 

 このセンダ／レシーバインターフェースの名前を SRInterface にし
ます。 

 

ASCET は、AUTOSAR プロジェクト用のコードを生成する際、ファイル Swc_interfaces.arxml
内に<SENDER-RECEIVER-INTERFACE>エレメントを定義します。<SENDER-RECEIVER-
INTERFACE>エレメントはコンフィギュレーション言語を用いて以下のような構造で記述されます。 

                                                
1 AUTOSAR 4.0.* 
2 AUTOSAR R3.1.5 以前 
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コード 25: ARXML コード – センダ／レシーバインターフェースの定義（AUTOSAR R3.1.2） 

 

コード 26: ARXML コード – センダ／レシーバインターフェースの定義（AUTOSAR R4.0.*） 

センダ／レシーバインターフェースの名前は<SHORT-NAME>で定義されます。この名前は、このイ

ンターフェース型を参照するエレメント内で使用されます。 

センダ／レシーバインターフェースのショートネームは有効な C 識別子である必要があります。 

センダ／レシーバインターフェースはデータ（<DATA-ELEMENTS>エレメント内のデータエレメントプ

ロトタイプを使用）とモード（6.2 項の「 モードスイッチ」を参照）の両方の通信に使用できます。 
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注記 

AUTOSAR R3.1.5 以前のバージョンでは、センダ／レシーバインターフェースには、0 個以上の

データエレメント、または 0 個以上のモードグループを定義できますが、データ転送用のインター

フェースとモード管理用のインターフェースは分けておくことをお奨めします。 

AUTOSAR R4.0.* では、センダ／レシーバインターフェースには、データエレメント、または 1 つ

のモードグループの、いずれか一方のみを含める必要があります。両方が含まれているとコード

生成時にエラーが発生します。  

6.1.1 データエレメントプロトタイプ 
 

各センダ／レシーバインターフェースには、そのインターフェース経由で通信される AUTOSAR シグ

ナルからなるデータエレメントを 0 個以上定義できます。各データアイテムは特定の型（基本データ

型、RECORD 型、ARRAY 型）のプロトタイプを定義します。データ型の定義についての詳細は、第 4
章「データ型」を参照してください。 

ASCET でデータエレメントを作成する: 

 コンポーネントマネージャで、SRInterface をダブルクリックします。 
“Sender Receiver Interface Editor for: SRInterface”エディタが開き
ます。 

 Signed Discrete Variable ボタンを使用して sdisc 変数を作成し
ます。 
“Properties for Scalar Element: sdisc”ダイアログボックスが開きま
す。 

 この符号付き離散変数の名前を Speed にします。 

 

図 17: センダ／レシーバインターフェース“SRInterface”用のデータエレメント“Speed” 

データエレメントのインプリメンテーションを作成する: 

 “Sender Receiver Interface Editor for: SRInterface”エディタの
“Implementation”タブを選択します。 

 “Implementation”タブで、Speed エレメントをダブルクリックします。 
“Implementation for: Speed”ダイアログボックスが開きます。 

 “Master”フィールドで Implementation をオンにします。 
 “Implementation”フィールドで sint16 を選択します。 
 “Min”／“Max”フィールドを右クリックして、ショートカットメニューから

Default Value を選択します。 
 OK をクリックして“Implementation for: sdisc”ダイアログボックスを

閉じます。 
“Sender Receiver Interface Editor for: SRInterface”ウィンドウの
“Implementation”タブの内容は下図のようになります。 
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図 18: データエレメント Speed を持つセンダ／レシーバインターフェース SRInterface のイン

プリメンテーション Impl 

ASCET のセンダ／レシーバインターフェースのインプリメンテーションは、AUTOSAR のセンダ／レ

シーバインターフェースに相当します。コンフィギュレーション言語のセンダ／レシーバインターフェ

ースは ASCET によりファイル Swc_interfaces.arxml 内に生成されます。 

AUTOSAR R3.1.5 以前のバージョンでは、センダ／レシーバインターフェース定義内のデータエレメ

ントの宣言は以下のような構造です。 

 

コード 27: ARXML コード － センダ／レシーバインターフェース内のデータエレメント宣言

（AUTOSAR R3.1.2） 
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AUTOSAR R4.0.*では、センダ／レシーバインターフェース定義内のデータエレメントの宣言は以下

のような構造です。 

 

コード 28: ARXML コード－ センダ／レシーバインターフェース内のデータエレメント宣言

（AUTOSAR R4.0.2） 

データエレメントは<DATA-ELEMENT-PROTOTYPE>1 / <VARIABLE-DATA-PROTOTYPE>2エレ

メントを使用して定義されます。すべてのエレメントを<DATA-ELEMENTS>エレメント内に定義して

カプセル化する必要があります。 

 

各<DATA-ELEMENT-PROTOTYPE>/<VARIABLE-DATA-PROTOTYPE>エレメントには以下のも

のが定義されている必要があります。 

 当該アイテムを参照する際に使用する<SHORT-NAME> 
 データプロパティ<SW-DATA-DEF-PROPS>内の以下のエントリ 
 <SW-CALIBRATION-ACESS> 

 データアイテムの型への参照 <TYPE-TREF> 
 AUTOSAR R3.1.5 以前のみ: 受信データのキューイングの有無を示す<IS-QUEUED> 

− <IS-QUEUED>false</IS-QUEUED> － 新たに受信した値を以前の値に上書きし

ます。1 つの値が受信される前に新しい値を複数回送信されてしまうと、レシーバは最後

に送信された値にしかアクセスできません。 

                                                
1 AUTOSAR R3.1.5 以前 
2 AUTOSAR R4.0.* 
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− <IS-QUEUED>true</IS-QUEUED> － センダ／レシーバインターフェースはレシーバ

側へのデータ到着をキューイングします。 

注記 

ASCET V6.2 ではキューイング通信をモデリングすることはできませんが、ASCET の C コ

ードコンポーネントでキューイング通信を実現することは可能です。 

6.2 モードスイッチ 
 

AUTOSAR システムは、1 つまたは複数のアプリケーションモードで動作するように設定することが

できます。1 つのモードスイッチインターフェースには、アプリケーションモードを定義するモードグル

ープを 0 個以上定義できます。 

ASCET においてモードスイッチインターフェースは、モードグループを含むセンサ／レシーバインタ

ーフェースコンポーネントとして実現されます。 

AUTOSAR R3.1.5 以前では、1 つのセンダ／レシーバインターフェースコンポーネントにデータエレ

メントと モードグループの両方を同じように宣言することができますが、実際には、1 つのインターフ

ェースにはデータエレメントまたはモードグループのいずれかのみを使用することをお勧めします。 

AUTOSAR R4.0 以降では、1 つのセンダ／レシーバインターフェースにはデータエレメントとモード

グループのいずれか一方しか含めることはできません。両方のエレメントを混在させると、コード生

成エラーが発生します。 

モードグループを作成する: 

 コンポーネントマネージャで、Insert → AUTOSAR →Mode Group 
を選択します。 

 このモードグループの名前を OnOffMode にします。 
 “1 Database”または“1 Workspace”ペインで OnOffMode を選択し、

“Contents”ペインを選択します。  
 Mode → Rename を選択してモード名を off に変更します。 
 Mode → Add Mode → As Last を選択して新しいモード on を追

加します。 

 

図 19: モード宣言グループ OnOffMode 



ETAS インターフェース 

ASCET V6.2 AUTOSAR ユーザーズガイド  68 

AUTOSAR R3.1.5 以前の場合、ASCET は<MODE-DECLARATION-GROUP>を
autosar_types.arxml ファイルの AUTOSAR パッケージ ASCET_types 内に宣言します。 

 

コード 29: ARXML コード － モード宣言グループ（AUTOSAR R3.1.2） 

AUTOSAR R4.0.*の場合、ASCET は<swc name>_appltypes.arxml ファイルの AUTOSAR
パッケージ ASCET_types 下のサブパッケージ ApplicationDataTypes 内に<MODE-
DECLARATION-GROUP>を宣言します。 

 

コード 30: ARXML コード － モード宣言グループ（AUTOSAR R4.0.2） 
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モードスイッチインターフェースを作成する: 

注記 

AUTOSAR R3.1.5 以前では、1 つのインターフェースに複数のモードグループを含めることがで

きますが、AUTOSAR R4.0.*では、1 つのモードしか含めることができません。  

 
 コンポーネントマネージャで、Insert → AUTOSAR →

SenderReceiver Interface を選択します。 
 このセンダ／レシーバインターフェースの名前を ModeInterface

にします。 
 ModeInterface をダブルクリックします。 

“Sender Receiver Interface Editor for: ModeInterface”エディタが
開きます。 

 Insert → Component を選択します。 
“Select Item”ダイアログボックスが開きます。 

 

図 20: モードグループ OnOffMode を選択する 

 “1 Database”または“1 Workspace”ペインで、モードグループ
OnOffMode を選択します。 

 OK をクリックして“Select Item”ダイアログボックスを閉じ、
OnOffMode を ModeInterface に挿入します。  
“Properties for Element: OnOffMode”ダイアログボックスが開きま
す。必要に応じて OnOffMode インスタンスの名前とコメントを編集す
ることができます。  

 OK をクリックしてデフォルトの名前とコメントを確定します。  

 

図 21: モードスイッチインターフェース ModeInterface 
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AUTOSAR R3.1.5 以前では、モードスイッチインターフェース（モードグループを含むセンダ／レシ

ーバインターフェース）の定義内のモードグループ宣言は、以下のような構造になります。 

 

コード 31: ARXML コード － センダ／レシーバインターフェース内のモードグループ宣言

（AUTOSAR R3.1.2） 

AUTOSAR R4.0.*では、モードスイッチインターフェースの定義内のモードグループ宣言は、以下の

ような構造になります。 

 

コード 32: ARXML コード－ センダ／レシーバインターフェース内のモードグループ宣言– 
（AUTOSAR R4.0.2） 

AUTOSAR R3.1.5 以前では、モードグループ<MODE-DECLARATION-GROUP-PROTOTYPE>エレ

メントを使用して定義され、全エレメントはカプセル化された<MODE-GROUPS>と全エレメントに、が

カプセル化された<MODE-GROUPS>エレメント内に定義されている必要があります。 

AUTOSAR R4.0.*では、モードグループは<MODE-GROUP>エレメントを使用して定義します。 

各<MODE-DECLARATION-GROUP-PROTOTYPE> / <MODE-GROUP>エレメントで以下のものを

定義します。 

 当該アイテムを参照する際に使用する<SHORT-NAME> 
 モード宣言グループへの参照<TYPE-TREF> 

センダ／レシーバインターフェース内でのモード宣言プロトタイプの使用法については、第 9 章「モ

ード」で詳しく説明します。 

6.3 クライアント／サーバー 
 

「クライアント／サーバー通信」では、コンポーネントは別のコンポーネント内の定義済み「サーバー」

関数を呼び出します。これらの関数（「オペレーション」と呼ばれます）には、応答が返るものと返ら

ないものとがあります。各クライアント／サーバーインターフェースには複数のオペレーションを定義

でき、各オペレーションを別々に呼び出すことができます。  

クライアント／サーバーインターフェースを作成する: 

 コンポーネントマネージャで、Insert → AUTOSAR →
ClientServer_Interface を選択します。 
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 このクライアント／サーバーインターフェースの名前を
CSInterface にします。 

ASCET は、AUTOSAR プロジェクトにコードを生成する際、ファイル Swc_interfaces.arxml に

<CLIENT-SERVER-INTERFACE>エレメントを定義します。<CLIENT-SERVER-INTERFACE>エ
レメントはコンフィギュレーション言語で以下のような構造で定義されます。 

 

コード 33: ARXML コード － クライアント／サーバーインターフェースの構造（全 AUTOSAR バージ

ョン） 

クライアント／サーバーインターフェースの名前は、<SHORT-NAME> エレメントを使用して定義され

ます。この名前は、このインターフェース型を参照する必要がある他のエレメントの中で使用されま

す。 

クライアント／サーバーインターフェースのショートネームは有効な C 識別子である必要があります。 

クライアント／サーバーインターフェースは、<OPERATIONS>コンテナエレメントを使用して定義さ

れた 1 つまたは複数のオペレーションで構成されます。 

6.3.1 オペレーション 
 

クライアント／サーバーインターフェース内の「オペレーション」は 0 個以上の引数を取ることができ

ます。オペレーションの戻り値は、オペレーションがアプリケーションエラーを返すかどうかに応じて、

Std_ReturnType 型か列挙型のいずれかです。 

オペレーションを作成する: 

 コンポーネントマネージャで、CSInterface をダブルクリックします。 
“Interface Editor for: CSInterface”エディタが開きます。 

 “Outline”タブで、ダイアグラム Main を選択します。 
 Insert → Method Signature を選択します。 

オペレーションが追加されます。 
 このオペレーションの名前を MaximumValue にします。 

オペレーションの引数を作成する: 

 オペレーション MaximumValue をダブルクリックします。 
“Method Signature Editor for: MaximumValue”ダイアログボックス
が開きます 

 Argument → Add を選択して、第 1 引数の名前を InputA にしま
す。以下のように設定します。 
− Argument Type: sdisc 
− Direction: in 

 第 2 の引数 InputB を作成し、同じ型と方向を設定します。 
 Argument → Add を選択して、第 3 引数の名前を

OutputMaximum にし、以下のように設定します。 
− Argument Type: sdisc 
− Direction: out 



ETAS インターフェース 

ASCET V6.2 AUTOSAR ユーザーズガイド  72 

 

図 22: オペレーション MaximumValue の引数 

 OK をクリックします。 
クライアント／サーバーインターフェース CSInterface の内容とし
て、オペレーション MaximumValue とその引数（InputA、InputB、
OutputMaximum）が下図のように表示されます。 

 

図 23: クライアント／サーバーインターフェース CSInterface のオペレーション
MaximumValue 

オペレーションのインプリメンテーションを設定する: 

 “Interface Editor for: CSInterface”エディタの“Implementation”タ
ブを選択します。 

 “Implementation”タブで、エレメント InputA をダブルクリックします。 
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“Implementation for: InputA”ダイアログボックスが開きます。 
 “Master”フィールドで Implementation をオンにします。  
 “Implementation”フィールドで sint16 を選択します。 
 “Min”／“Max”フィールドを右クリックして、ショートカットメニューから

Default Value を選択します。 
 OK をクリックして“Implementation for: InputA”ダイアログボックス

を閉じます。 
 引数 InputB および OutputMaximum について、このインプリメン

テーション作成手順を繰り返します。 

 

図 24: オペレーション MaximumValue のインプリメンテーション 

ASCETのクライアント／サーバーインターフェースのインプリメンテーションは、AUTOSARのクライア

ント／サーバーインターフェースに相当します。コンフィギュレーション言語のクライアント／サーバ

ーインターフェースはASCETによりファイルSwc_interfaces.arxml内に生成されます。

<OPERATIONS>エレメントにより 1 つまたは複数の<OPERATION-PROTOTYPE>1 / <CLIENT-
SERVER-OPERATION>2エレメントがカプセル化され、その各エレメントがクライアント／サーバー

インターフェース内の 1 つのオペレーションを定義します。 

                                                
1 AUTOSAR R3.1.5 以前 
2 AUTOSAR R4.0.* 
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コード 34: ARXML コード – クライアント／サーバーインターフェース内のオペレーション

（AUTOSAR R3.1.2） 

 

コード 35: ARXML コード – クライアント／サーバーインターフェース内のオペレーション

（AUTOSAR R4.0.2） 
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各オペレーションの名前は<SHORT-NAME>エレメントで定義されます。ここで定義された名前は、

RTE がユーザーコード内のオペレーションを参照するために使用する名前の一部になります。 

<ARGUMENTS>エレメントにより、オペレーションの各引数を定義する 1 つまたは複数の

<ARGUMENT-PROTOTYPE>1 / <ARGUMENT-DATA-PROTOTYPE>2エレメントがカプセル化され

ます。 

各<ARGUMENT-PROTOTYPE>/<ARGUMENT-DATA-PROTOTYPE>エレメントには以下のものが

定義されている必要があります。 

 当該アイテムを参照する際に使用する<SHORT-NAME> 
 パラメータの型への参照 <TYPE-TREF>。参照される型は定義済みのものである必要があ

ります。詳しくは第 4 章「データ型」を参照してください。 
 パラメータの方向を示す<DIRECTION> － "IN" （読取りのみ）、"OUT"（書込みのみ）、

"INOUT"（コンポーネントによる読み書きが可能） 

 

特に定義されていない場合、クライアント／サーバーインターフェース内のオペレーションは RTE の

標準戻り型 Std_ReturnType を返します。また、起こりうるすべてのエラーが定義されている

ASCET 列挙型データを選択することにより、アプリケーションエラーを返すことも可能です。 

アプリケーションエラーで発生しうるエラーが定義された列挙型データを作成する: 

 コンポーネントマネージャで、Insert → Enumeration を選択する
か、または Enumeration ボタンをクリックします。 

 この列挙型データの名前を ApplicationError にします。 
 この列挙型データを選択します。 

“Contents”ペインに ApplicationError の内容が表示されます。 
 “Contents”ペインで列挙子を選択します。  
 Enumeration →Rename を選択して、ラベルを E_NOT_OK に変

更します。 
 値 0 をダブルクリックします。 

 

 範囲 2～63 の値を設定します。 

 

注記 

アプリケーションエラーの値の範囲は[2..63]です。ASCET のアプリケーションエラー用列挙

型にこの範囲外の値（2 より小さい値または 63 より大きい値）が含まれていると、コード生成時

にエラーが発生します。 

 

アプリケーションエラーをアプリケーションの戻り値に割り当てる: 

 コンポーネントマネージャで、クライアント／サーバーインターフェース
CSInterface を選択して Edit → Open Component を選択する
か、または CSInterface をダブルクリックします。 

                                                
1 AUTOSAR R3.1.5 以前 
2 AUTOSAR R4.0.* 
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“Interface Editor for: CSInterface”エディタが開きます。 
 オペレーションをもう 1 つ作成し（71 ページ参照）、Notification

という名前にします。 
 オペレーション Notification をダブルクリックします。 

“Method Signature Editor for: Notification“ダイアログボックスが開
きます。 

 “Return”タブを選択して“Return Type”コンボボックスを開きます。  

 

図 25: オペレーション Notification の戻り値の型 

 <enumeration>を選択します。 
“Choose a enumeration type…”ダイアログボックスが開きます。 

 

 列挙型データ ApplicationError を選択します。 
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 OK をクリックして“Choose a enumeration type…”ダイアログボック
スを閉じます。 

 OK をクリックして“Method Signature Editor for: Notification”ダイア
ログボックスを閉じます。 

 

コンフィギュレーション言語のオペレーション Notification、および起こりうるアプリケーションエ

ラーは、ASCET によりファイル Swc_interfaces.arxml ファイル内に以下のように記述されま

す。 

 

コード 36: ARXML コード － アプリケーションエラーを含むオペレーション（AUTOSAR R3.1.2） 
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コード 37: ARXML コード － アプリケーションエラーを含むオペレーション（AUTOSAR R4.0.2） 

 

注記 

アプリケーションエラーの値は Std_ReturnType の下位 6 ビットにコード化され、値の範囲は

[2..63]です。ASCET のアプリケーションエラー用列挙型にこの範囲外の値（2 より小さい値また

は 63 より大きい値）が含まれていると、コード生成時にエラーが発生します。 

6.4 適合 
 

「適合インターフェース」は、適合コンポーネントとの通信に使用されるものです。「適合コンポーネント」は一種
のソフトウェアコンポーネントであり、それぞれ適合情報（パラメータと特性値）により一意に構成されています。 

各適合インターフェースには複数の適合パラメータを定義できます。AUTOSAR の適合インターフェ

ースを必要とするソフトウェアコンポーネントのポートは、R ポートに対する RTE API を作成すること

により、インターフェース内に定義されている任意のパラメータに個別にアクセスできます。適合コン

ポーネントは適合インターフェースを提供し、適合パラメータを実装します。 

適合インターフェースを作成する: 

 コンポーネントマネージャで、Insert → AUTOSAR →Calibration 
Interface を選択します。 

 この適合インターフェースの名前を CalInterface にします。 

ASCETは、AUTOSARプロジェクト用のコードを生成する際、<CALPRM-INTERFACE>1 / 
<PARAMETER-INTERFACE>2エレメントをファイルSwc_interfaces.arxml内に定義します。

                                                
1 AUTOSAR R3.1.5 以前 
2 AUTOSAR R4.0.* 
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<CALPRM-INTERFACE>/<PARAMETER-INTERFACE>エレメントはコンフィギュレーション言語で

以下のような構造になっています。 

 

コード 38: ARXML コード － 適合インターフェースの構造（AUTOSAR R3.1.2） 

  

コード 39: ARXML コード －適合インターフェースの構造（AUTOSAR R4.0.2） 

 

適合インターフェースの名前は<SHORT-NAME>エレメントで定義されます。この名前は、このインタ

ーフェース型を参照する必要のある他のエレメントの中で使用されます。 

適合インターフェースのショートネームは有効な C 識別子である必要があります。 

適合インターフェースは、<CALPRM-ELEMENTS>1 / <PARAMETER-DATA-PROTOTYPE>2コンテ

ナエレメントを使用して定義された 1 つまたは複数の適合エレメントで構成されます。 

6.4.1 適合パラメータ 
 

適合パラメータを作成する: 

 コンポーネントマネージャで、CalInterface をダブルクリックします。 
“Calibration Interface Editor for: CalInterface”エディタが開きます。 

  Logic Parameter ボタンを使用して論理パラメータを作成します。 
“Properties for Scalar Element: log”ダイアログボックスが開きます。 

 このパラメータの名前を CalParam1 にします。 
 論理パラメータをもう 1 つ作成し、 CalParam2 という名前にします。 
 Unsigned Discrete Parameter ボタンを使用して、符号なし離散

型パラメータを作成します。 
“Properties for Scalar Element: udisc”ダイアログボックスが開きま
す。 

                                                
1 AUTOSAR R3.1.5 以前 
2 AUTOSAR R4.0.* 
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 このパラメータの名前を CalParam3 にします。 

適合パラメータのインプリメンテーションを作成する: 

 “Calibration Interface Editor for: CalInterface”エディタの
“Implementation”タブを選択します。 

 “Implementation”タブで、CalParam3 エレメントをダブルクリックし
ます。 
“Implementation for: CalParam3” ダイアログボックスが開きます。 

 “Master”フィールドで  Model をオンにします。 
 “Model”フィールドのテキストボックス“Max”に値 24 を入力します。 
 OK をクリックします。 

“Calibration Interface Editor for: CalInterface” ウィンドウの
“Implementation”タブの内容は下図のようなります。 

 

図 26: 適合インターフェース CalInterface のインプリメンテーション Impl 

ASCET の適合インターフェースを実装したものは AUTOSAR の適合インターフェースに相当します。

適合インターフェースは、ASCET により Swc_interfaces.arxml ファイル内にコンフィギュレー

ション言語で定義されます。定義された適合インターフェース内には以下のように適合エレメントが

宣言されます。 
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コード 40: ARXML コード － 適合インターフェース定義内の適合エレメント宣言（AUTOSAR R3.1.2） 
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コード 41: ARXML コード －適合インターフェース定義内の適合エレメント宣言 definition
（AUTOSAR R4.0.2） 

適合エレメントは<CALPRM-ELEMENT-PROTOTYPE>1 / <PARAMETER-DATA-PROTOTYPE>2エ

レメントを使用して定義され、すべての適合エレメントの定義が<CALPRM-ELEMENTS>1 / 
<PARAMETERS>2エレメント内にカプセル化されます。 

各<CALPRM-ELEMENT-PROTOTYPE>/<PARAMETER-DATA-PROTOTYPE>エレメントには以下

のものが定義されている必要があります。 

 当該アイテムを参照する際に使用する<SHORT-NAME> 
 データプロパティ<SW-DATA-DEF-PROPS>内の以下のエントリ 

− <Calibration-ACESS> 
 データアイテムの型への参照 <TYPE-TREF> 

                                                
1 AUTOSAR R3.1.5 以前 
2 AUTOSAR R4.0.* 
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6.5 NVデータ（AUTOSAR R4.0.*のみ） 
 

AUTOSAR R4.0 で導入された<NV-DATA-INTERFACE>エレメントは、NV ブロックというソフトウェ

アコンポーネントタイプに使用されるインターフェースを定義するものです。  

注記 

NV データ（NVData）インターフェースは、AUTOSAR R3.1.5 以前に対応する ASCET プロジェクト

では使用できません。そのようなプロジェクトで使用すると、コード生成時にエラーが発生しま

す。 

 

NV データインターフェースには、複数の NV データエレメントを含めることができ、個々の NV データ

を送受信することができます。 

NV データインターフェースを作成する:  

 R4_project という名前のプロジェクトを作成し（23 ページ参照）、コ
ード生成オプションを AUTOSAR R4.0.2 用に設定します（23 ページ参
照）。  

 SWC という名前のソフトウェアコンポーネントを作成し（26 ページ参
照）、R4_project に挿入します（26 ページ参照）。 

 R4_project を開き、さらに SWC を開きます。 
 コンポーネントマネージャで、Insert → AUTOSAR →NVData 

Interface を選択します。 
 NV データインターフェースの名前を NVData_Interface にします。 
 NVData_Interface を SWC に挿入します。 

AUTOSAR プロジェクトのコードを生成する際、ASCET は Swc_interfaces.arxml ファイル内

に 1 つの<NVDATA-INTERFACE>エレメントを生成します。<NVDATA-INTERFACE>エレメントエ

レメントはコンフィギュレーション言語を用いて以下のような構造で記述されます。 

 

コード 42: ARXML コード － NV データインターフェースの構造（AUTOSAR R4.0.2） 

NV データインターフェースの名前は<SHORT-NAME>エレメントで定義されます。この名前は、この

インターフェース型を参照する必要のある他のエレメントの中で使用されます。たとえば、上記の
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NV データインターフェースを使用するソフトウェアコンポーネントは、NV データインターフェースを

NVData_interface という名前で指定します。 

NV データインターフェースのショートネームは有効な C 識別子である必要があります。 

NV データインターフェースの NV データエレメント（<NV-DATAS>エレメント内の変数データプロトタ

イプ）を使用することにより、不揮発性データを通信することができます。 

6.5.1 変数データプロトタイプ 
 

NV データインターフェースでは 0 個以上の NV データエレメント（変数データプロトタイプ）を定義す

ることができます。これはインターフェースを介して通信される AUTOSAR シグナルを構成するため

のものです。各データエレメントは定義された型のプロトタイプを定義し、基本データ型、RECORD 型、 
ARRAY 型のいずれかを使用できます。データ型についての詳細は第 4 章「データ型」を参照してく

ださい。 

ASCET の NV データエレメントを設定する: 

 “Software Component Editor for: R4_SWC”ウィンドウで、
NVData_Interface をダブルクリックします。 
NVData_Interface 用の NV データインターフェースエディタが開
きます。 

 Speed_NV という名前の sdisc エレメントを作成します（64 ページ参
照）。 

 Speed_NV のインプリメンテーションを作成し、64 ページで説明され
ている内容と同じように設定します。 

 

図 27: NV データインターフェース NVData_Interface 内の NV データエレメント Speed_NV
（インプリメンテーション:Impl） 

ASCET の NV データインターフェースのインプリメンテーションは、AUTOSAR の NV データインター

フェースに相当します。コンフィギュレーション言語の NV データインターフェースは ASCET によりフ

ァイル Swc_interfaces.arxml 内に生成されます。NV データエレメントは、NV データインター

フェース内で以下の構造で定義されます。 
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コード 43: ARXML コード － NV データインターフェース内の NV データエレメント（AUTOSAR 
R4.0.2） 

NV データエレメントは、<NV-DATAS>エレメント内の<VARIABLE-DATA-PROTOTYPE>エレメント

で定義されます。 

各<VARIABLE-DATA-PROTOTYPE>エレメントには以下のものが定義されている必要があります。 

 当該アイテムを参照する際に使用する<SHORT-NAME> 
 データプロパティ<SW-DATA-DEF-PROPS>内の以下のエントリ 

− <SW-ADDR-METHOD-REF>  

− <SW-CALIBRATION-ACESS>  

− <SW-IMPL-POLICY> 
 データアイテムの型への参照 <TYPE-TREF>  
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7 ソフトウェアコンポーネント型 
 

「ソフトウェアコンポーネント」は AUTOSAR のアプリケーションにおけるアトミックソフトウェアユニット

（つまり分割不可能な最小単位のソフトウェア）です。ソフトウェアコンポーネントのインタラクション

は「ポート」（型が定義されたインターフェース）を通じて行われます。インターフェースはデータの通

信可否および通信のセマンティックスを制御します。  

AUTOSAR ソフトウェアコンポーネントを作成する: 

 コンポーネントマネージャで、Insert → AUTOSAR →Software 
Component を選択します。 

 このソフトウェアコンポーネントの名前を Swc にします。 
 3.1.2 項「AUTOSAR 用コード生成に関する設定」で説明されている手

順に従って AUTOSAR プロジェクト ARProject を作成し、AUTOSAR
コード生成オプションを設定します。 

 26 ページに説明されている方法で、ソフトウェアコンポーネント Swc
をこのプロジェクトに挿入します。 

AUTOSAR プロジェクト内でソフトウェアコンポーネントを開く: 

 コンポーネントマネージャで、プロジェクト ARProject をダブルクリッ
クします。 
プロジェクトエディタウィンドウが開きます。 

 プロジェクトエディタウィンドウの“Outline”タブで、ソフトウェアコンポー
ネント Swc をダブルクリックします。 
ソフトウェアコンポーネントエディタウィンドウが開きます。 

各ソフトウェアコンポーネントのコンポーネント型は RTE ジェネレータのコンフィギュレーションで宣

言されている必要があります。この「コンポーネント型」により、コンポーネントをさらに大規模なソフ

トウェアシステムに組み込むことが可能となります。アプリケーションソフトウェアコンポーネント型は

<swc name>.arxml ファイル内に<APPLICATION-SOFTWARE-COMPONENT-TYPE>エレメン

トで定義されます。 

 

コード 44: ARXML コード – アプリケーションソフトウェアのコンポーネント型（AUTOSAR R3.1.2） 

 

コード 45: ARXML コード –  アプリケーションソフトウェアのコンポーネント型（AUTOSAR R4.0.2） 

 

ソフトウェアコンポーネント型の名前は<SHORT-NAME>エレメントで定義されます。この名前はシス

テム内で一意でなければならず、このソフトウェアコンポーネント型を参照する他のエレメント内で使

用されます。 

ソフトウェアコンポーネントのショートネームは有効な C 識別子である必要があります。 
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7.1 ポート 
 

「ポート」はソフトウェアコンポーネントからインターフェースへのアクセスを提供するものです。ポー

トには P ポート（提供ポート）と R ポート（要求ポート）の 2 種類があります。 

ソフトウェアコンポーネントのポートは<PORTS>エレメントで定義されます。 

  

コード 46: ARXML コード –  ポート定義の構造（全 AUTOSAR バージョン） 

<PORTS>エレメント内の<P-PORT-PROTOTYPE>エレメントで P ポートを定義し、<R-PORT-
PROTOTYPE>エレメントで R ポートを定義します。2 つのコンポーネントが通信しあう場合、一般に

P ポートと R ポートの両方が同じインターフェース定義を参照します。これにより、両コンポーネント

の相互の適合性が保証されます。 

7.1.1 Pポート（提供ポート） 
A 

「P ポート」（Pport： 提供ポート）は、ソフトウェアコンポーネントが他のソフトウェアコンポーネントに

データまたはサービスを提供するために使用するものです。P ポートには「センダポート」と「サーバ

ーポート」とがあります。 

センダポートを作成する: 

  “Software Component Editor for: Swc”ウィンドウで Insert → 
Component を選択します。 
“Select item…”ダイアログボックスが開きます。 

 “Select item…”ダイアログボックスの“1 Database”または
“1 Workspace”フィールドで、インターフェース SRInterface を選
択して OK をクリックします。 

 

図 28: アイテム SRInterface を選択する 
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“Properties for complex element: SRInterface”ダイアログボックス
が開きます。 

 このポートの名前を Sender にし、 “Internal Access”フィールドで
Provided をオンにして OK をクリックします。 

  

図 29: SRInterface 型の P ポート Sender 

 エレメント Sender::SRInterface をソフトウェアコンポーネントエ
ディタの“Outline”タブから描画エリアにドラッグ&ドロップします。 
エレメント Speed を持つ P ポート Sender が、描画エリアに以下の
ように表示されます。 
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図 30: ソフトウェアコンポーネントエディタの描画エリアに表示された P ポート Sender 

ソフトウェアコンポーネントの型定義内で、P ポートの名前は<SHORT-NAME>エレメントで定義され

ます。この名前は、このソフトウェアコンポーネント型を参照する他のエレメントの中で使用されます。

P ポートのショートネームは有効な C 識別子である必要があります。 

P ポートの定義においては、他のポートとの通信に使用する定義済みインターフェース型が、<swc 
name>.arxml ファイル内の<PROVIDED-INTERFACE-TREF>エレメントで指定されている必要

があります。 

 

コード 47: ARXML コード –  P ポート Sender の定義（AUTOSAR R3.1.2） 

さらに AUTOSAR R4.0.*では、個々のデータエレメントの詳細を含む<PROVIDED-COM-SPECS>
エレメントが必要です。 以下に詳細情報の一例を示します。 

 <DATA-ELEMENT-REF> - データエレメントの識別  
 <INIT-VALUE> - データエレメントの初期値 
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コード 48: ARXML コード – P ポート Sender の定義（AUTOSAR R4.0.2） 

 

サーバーポートを作成する: 

 “Software Component Editor for: Swc”ウィンドウで Insert → 
Component を選択します。 
“Select item…”ダイアログボックスが開きます。 

 “Select item…”ダイアログボックスの“1 Database”または
“1 Workspace”ペインでインターフェース CSInterface を選択して
OK をクリックします。 
“Properties for complex element: CSInterface”ダイアログボックス
が開きます。 

 このポートの名前を Server にし、 “Internal Access”フィールドで
Provided をオンにして OK をクリックします。 
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図 31: CSInterface 型の P ポート Server 

これにより ASCET は以下のアイテムを作成します。 
− Server::CSInterface という名前のサーバーノード

（Realized Interfaces フォルダ下） 
− ダイアグラム Server_CSInterface 
− クライアント／サーバーインターフェース CSInterface 内の各

オペレーション用サーバーランナブル 
（以下の図のように、ランナブル Server_MaximumValue およ
び Server_Notification.が作成されます） 
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図 32: ソフトウェアコンポーネント Swc の“Outline”タブ内の P ポート Server 

サーバーランナブルのエントリ関数の戻り値の型は、そのサーバーがアプリケーションエラーを返

す場合は Std_ReturnType、返さない場合は void です。 

P ポートの定義では、<PROVIDED-INTERFACE-TREF>エレメント内で、他のポートとの通信に使

用する、定義済みインターフェース型への参照を定義する必要があります。 

 

コード 49: ARXML コード – P ポート Server の定義（全 AUTOSAR バージョン） 

さらに、ASCET はソフトウェアコンポーネント Swc の内部ビヘイビアに情報を追加します。1 つのオ

ペレーションが呼び出すイベントがサーバーポート内の各オペレーション用に作成され、ランナブル

エンティティも同様に 1 つずつ作成されます。詳細は第 8 章「内部ビヘイビア（Internal Behavior）」
を参照してください。 

 

注記 

クライアント／サーバーインターフェースは、サーバーがソフトウェアコンポーネントに挿入される

際に変更される可能性があります。この場合、メニューコマンド Build → Update Interfaces 
を実行して、ソフトウェアコンポーネント内のサーバーインターフェースを更新する必要がありま

す。 

7.1.2 Rポート（要求ポート） 
 

「R ポート」（RPort： 要求ポート）は、ソフトウェアコンポーネントが他のソフトウェアコンポーネントに

データまたはサービスを要求するために使用されるものです。R ポートには「レシーバポート」と「ク

ライアントポート」とがあります。 

R ポートの定義は、<R-PORT-PROTOTYPE>エレメントが使用される点以外は P ポートの定義と同

じです。 
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レシーバポートを作成する: 

 “Software Component Editor for: Swc”ウィンドウで Insert → 
Component を選択します。 
“Select item…”ダイアログボックスが開きます。  

 “Select item…”ダイアログボックスの“1 Database”または
“1 Workspace”ペインでインターフェース SRInterface を選択し
て OK をクリックします。 
“Properties for complex element: SRInterface”ダイアログボックス
が開きます。 

 このポートの名前を Receiver にし、 “Internal Access”フィールドで
Required をオンにして OK をクリックします。 

 

図 33: SRInterface 型の R ポート Receiver 

 エレメント Receiver::SRInterface をソフトウェアコンポーネント
エディタの“Outline”タブから描画エリアにドラッグ&ドロップします。 
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エレメント Speed を持つ P ポート Receiver が、描画エリアに以下
のように表示されます。 

 

図 34: ソフトウェアコンポーネントエディタの描画エリアに表示された R ポート Receiver 

ソフトウェアコンポーネントの型定義内で、R ポートの名前は<SHORT-NAME>エレメントで定義され

ます。この名前は、このソフトウェアコンポーネント型を参照する他のエレメントの中で使用されます。

R ポートのショートネームは有効な C 識別子である必要があります。 

R ポートの定義は、<REQUIRED-INTERFACE-TREF>エレメント内でインターフェース定義を参照

する必要があります。 

 

コード 50: ARXML コード –  R ポート Receiver の定義（AUTOSAR R3.1.2） 

さらに AUTOSAR R4.0.*では、個々のデータエレメントの詳細を含む<PROVIDED-COM-SPECS>
エレメントが必要です。 以下に詳細情報の一例を示します。 

 <DATA-ELEMENT-REF> - データエレメントの識別  
 <INIT-VALUE> - データエレメントの初期値 

 

コード 51: ARXML コード – R ポート Receiver の定義（AUTOSAR R4.0.2） 
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クライアントポートを作成する: 

 “Software Component Editor for: Swc”ウィンドウで Insert → 
Component を選択します。 
“Select item…”ダイアログボックスが開きます。  

 “Select item…”ダイアログボックスの“1 Database”または
“1 Workspace”ペインでインターフェース CSInterface を選択し
て OK をクリックします。 
“Properties for complex element: CSInterface”ダイアログボックス
が開きます。 

 このポートの名前を Client にし、 “Internal Access”フィールドで
Required をオンにして OK をクリックします。 

  

図 35: CSInterface 型の R ポート Client 

 エレメント Client::CSInterface をソフトウェアコンポーネントエ
ディタの“Outline”タブから描画エリアにドラッグ&ドロップします。 
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 必要に応じて、以下のようにしてインターフェース CSInterface の
フレキシブルレイアウトを有効にします。 
− コンポーネントマネージャを選択します。 
− “1 Database”または“1 Workspace”ペインで、CSInterface を

右クリックしてショートカットメニューから Flexible Class Layout 
→ Active を選択します。 
“Change Flexible Class Layout State”ダイアログボックスで、
CSInterface を選択して OK をクリックします。 

 描画エリアの Client ポートを右クリックし、ショートカットメニューか
ら Ports →Methods を選択します。 
“Port Editor<CSInterface>”ダイアログボックスが開きます。 

 メソッド Notification を無効にして OK をクリックします。  

 

図 36: メソッドの有効／無効を指定するためのポートエディタ 

 Client ブロックのサイズとピン位置を調整します。 
オペレーション MaximumValue を持つ R ポート Client が、描画
エリアに以下のように表示されます。 

 

図 37: ソフトウェアコンポーネントエディタの描画エリア内に配置された R ポート Client 

R ポートの定義では、<REQUIRED-INTERFACE-TREF>エレメント内でインターフェース定義を参

照する必要があります。 

 

コード 52: ARXML コード – R ポート Client の定義（全 AUTOSAR バージョン） 

適合ポートを作成する: 

 “Software Component Editor for: Swc”ウィンドウで Insert → 
Component を選択します。 
“Select item…”ダイアログボックスが開きます。  
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 “Select item…”ダイアログボックスの“1 Database”または
“1 Workspace”ペインでインターフェース CalInterface を選択し
て OK をクリックします。 
“Properties for complex element: CSInterface”ダイアログボックス
が開きます。 

 このポートの名前を Calibration にして、OK をクリックします。 
"Internal Access" は Required にセットされていて、変更できません。 

 エレメント Calibration::CalInterface を "Outline" タブから
ドラッグし、ソフトウェアコンポーネントエディタの描画エリアにドロップ
します。 
エレメント CalParam1、CalParam2、CalParam3 を持つ R ポート 
Receiver が描画エリアに以下のように表示されます。 

 

図 38: ソフトウェアコンポーネントエディタの描画エリア内に配置された R ポート Calibration 

R ポートの定義は、<REQUIRED-INTERFACE-TREF>エレメントによるインターフェース定義を参

照する必要があります。 

 

コード 53: ARXML コード – R ポート Calibration の定義（AUTOSAR R3.1.2） 

さらに AUTOSAR R4.0.*では、個々のパラメータの詳細情報を定義する<PARAMETER-
REQUIRE-COM-SPEC>エレメントを含む<REQUIRED-COM-SPECS>エレメントが 1 つ必要です。

以下に詳細情報の一例を示します。 

 <PARAMETER-REF> - パラメータの識別  
 <INIT-VALUE> - パラメータの初期値 

 



ETAS ソフトウェアコンポーネント型 

ASCET V6.2 AUTOSAR ユーザーズガイド  98 

 

コード 54: ARXML コード – R ポート Calibration の定義（AUTOSAR R4.0.2） 

NV データポートを作成する: 

注記 

NV データのインターフェースとポートは、AUTOSAR R4.0.*でのみ使用できます。 

 
 “Software Component Editor for: Swc”ウィンドウで、Insert → 

Component を選択します。 
“Select item…”ダイアログボックスが開きます。  

 “Select item…”ダイアログボックスの“1 Database”または
“1 Workspace”ペインでインターフェース NVData_Interface を選
択して OK をクリックします。 
“Properties for complex element: NVData_Interface”ダイアログボ
ックスが開きます。 

 このポートの名前を NVData にして、OK をクリックします。 
"Internal Access" は Required にセットされていて、変更できません。 

 エレメント NVData::NVData_Interface を "Outline" タブからド
ラッグし、ソフトウェアコンポーネントエディタの描画エリアにドロップし
ます。 
エレメント Speed_NV を持つ R ポート NVData が描画エリアに以下
のように表示されます。 

 

図 39: ソフトウェアコンポーネントエディタの描画エリア内に配置された R ポート NVData 

さらに AUTOSAR R4.0.*では、個々の NV データエレメントの詳細情報を定義する<NV-
REQUIRE-COM-SPEC>エレメントを含む<REQUIRED-COM-SPECS>エレメントが 1 つ必要です。

以下に詳細情報の一例を示します。 
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 <VARIABLE-REF> - NV データエレメントの識別  
 <INIT-VALUE> - NV データエレメントの初期値 

 

コード 55: ARXML コード – R ポート NVData の定義（AUTOSAR R4.0.2） 
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8 内部ビヘイビア（Internal Behavior） 
 

ソフトウェアコンポーネントの内部ビヘイビアは、そのコンポーネントを実装するコードがどのように

ポートとのインタラクションを行うかを定義するものです。本章ではこの内部ビヘイビアを設定する

方法を説明します。 

内部ビヘイビアエレメントは、実行時においてソフトウェアコンポーネントがどのように RTE とインタ

ラクションを行うかを定義するものです。ソフトウェアコンポーネントの内部ビヘイビアは以下のもの

を定義します。 

 ソフトウェアコンポーネントに属するランナブルエンティティ、また各ランナブルとそのソフトウ
ェアコンポーネントのポートとの間にインタラクションがある場合は、そのインタラクションの方
法  

 実行時にランナブルエンティティを起動するイベント 
 1 つのソフトウェアコンポーネント内のランナブル間通信に使用されるインターランナブル変

数 
 各ランナブルエンティティがそのコードの全体または一部を相互排他的に実行できるように

するための排他的領域 

1 つの内部ビヘイビアディスクリプションは 1 つのソフトウェアコンポーネントにのみ適用されるので、

適用されるソフトウェアコンポーネント型を参照する必要があります。AUTOSAR R3.1.5 以前では、

この参照は<COMPONENT-REF>エレメントを使用して定義し、AUTOSAR R4.0.*では<DATA-
TYPE-MAPPING-REF>エレメントを使用して定義します。 

 

コード 56: ARXML コード – SWC の内部ビヘイビアディスクリプション（AUTOSAR R3.1.2） 
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コード 57: ARXML コード – SWC の内部ビヘイビアディスクリプション（AUTOSAR R4.0.2） 

 

内部ビヘイビアの名前は<SHORT-NAME>エレメントで定義します。名前は他のエレメントがビヘイ

ビアを参照する際に使用します。ASCET は、ソフトウェアコンポーネントの名前にプレフィックス b を

付加したものを自動的に内部ビヘイビアの名前として使用します。 

内部ビヘイビアのショートネームは有効な C 識別子である必要はありませんが、強制的に行われる

XML スキーマの構文チェックをパスできるものである必要があります。 

以下の項では、まずイベントとランナブルエンティティの概略を説明し、イベントとランナブルエンティ

ティの基本的枠組みを概説し、さらにランナブルエンティティとインターフェースとの間で行われる各

種インタラクションを実現するための RTE の設定方法を紹介します。 

8.1 イベント 
 

イベントは、生成された RTE が実行時にランナブルエンティティをどのようにトリガするかを制御しま

す。ASCET V6.2 は以下のイベントをサポートしています。 

 TIMING-EVENT （タイミングイベント） – ランナブルエンティティを周期的に起動します。この
イベントを使用してランナブルエンティティを実行させ、R ポートをポーリングしてデー
タが受信されているかどうかを調べたり、サーバーを呼び出したり（つまりクライアントになっ
たり）、P ポートでデータを送信したり、または単純に内部的なソフトウェアコンポーネント機能
を実行したりできます。タイミングイベントに応えて起動されるランナブルエンティティは「タイ
ムトリガードである（"time-triggered"）」と表現されます。 

 OPERATION-INVOKED-EVENT （オペレーション呼び出しイベント） – ランナブルエンテ
ィティを起動し、クライアント／サーバーインターフェースを使用する P ポートに対するオペレ
ーションを実行するためのサーバーコールを行います。 

 MODE-SWITCH-EVENT  （モード切り替えイベント） – アプリケーションモードの開始時また
は終了時のいずれかでランナブルエンティティを起動します。 
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イベントを定義する構造は、コード 58 とコード 59 のようになります。実際の各イベントのシーケンス

は、イベント名で決まります。 

 

コード 58: ARXML コード – イベントの定義（AUTOSAR R3.1.2） 

 

コード 59: ARXML コード – イベントの定義（AUTOSAR R4.0.2） 

イベントを使用すると、そのイベントの発生時にランナブルエンティティを起動させることができます。

各イベントは、そのイベントの発生時に起動されるランナブルエンティティを参照します。 

8.1.1 タイミングイベント 
 

「タイミングイベント」は、ランナブルエンティティが周期的に OS により起動されることを示すもので

す。RTE ジェネレータはこの情報を使用して適切なスケジュールテーブルを生成します。このテーブ

ルは、アプリケーションコードによって「チック」（カウントアップ）される必要があります。 

タイミングイベントを作成する: 

 “Software Component Editor for: Swc”ウィンドウの“Event 
Specification”タブを選択します。 

 Event →Add Event を選択し、そのイベントの名前を
Cyclic_10ms にします。  

 “Event Kind” コンボボックスから Timing を選択します。 
 “Period ”フィールドに、0.01 秒を周期として入力します。 

タイミングイベント Cyclic_10ms が“Event Specification”タブに次
のように表示されます 
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図 40: タイミングイベント Cyclic_10ms の定義 

ASCET では、このタイミングイベントがどのモード内で起動されるようにするかを指定することがで

きます。アプリケーションモードの使用については第 9 章「モード」を参照してください。 

タイミングイベントがランナブルエンティティにマッピングされると（8.2 項「ランナブルエンティティ」を

参照）、ASCET はコンフィギュレーション言語で以下の<TIMING-EVENT>エレメントを生成します。 

  

コード 60: ARXML コード – タイミングイベントの定義（全 AUTOSAR バージョン） 

タイミングイベントの名前は<SHORT-NAME>エレメントで定義されます。この名前は、このタイミング

イベントを参照する他のエレメントの中で使用されます。タイミングイベントのショート名は有効な C
識別子である必要はありません。 

<START-ON-EVENT-REF DEST="RUNNABLE-ENTITY">エレメントでは、このイベントの発生

時に起動されるランナブルエンティティを定義します。<PERIOD>エレメントでは、RTE ジェネレータ

に使用されるタイムラスタを秒単位で定義します。 

8.1.2 オペレーション呼び出しイベント 
 

「オペレーション呼び出しイベント」は、サーバーポート作成時に ASCET ソフトウェアコンポーネント

内に自動的に挿入されます（サーバーポートの作成方法については、7.1.1 項「P ポート」を参照し

てください）。 
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図 41: サーバーオペレーション MaximumVal および Notification のためのオペレーション

呼び出しイベント 

オペレーション呼び出しイベントは、<OPERATION-INVOKED-EVENT>エレメントで定義されます。

各<OPERATION-INVOKED-EVENT>エレメントには以下のものが定義されている必要があります。 

 <SHORT-NAME> - このイベントを参照する際に使用する名前（ASCET 上でユーザーがマ
ニュアル操作で編集できます） 

 <START-ON-EVENT-REF DEST="RUNNABLE-ENTITY"> - ランナブルエンティティへ
の参照 

 <OPERATION-IREF> - オペレーションプロトタイプおよびサーバーポートへの参照 

オペレーション MaximumValue 用のオペレーション呼び出しイベントは、コンフィギュレーション言

語で以下のように定義されます。 

  

コード 61: ARXML コード – オペレーション呼び出しイベントの定義（AUTOSAR R3.1.2） 



ETAS 内部ビヘイビア（Internal Behavior） 

ASCET V6.2 AUTOSAR ユーザーズガイド  105 

 

コード 62: ARXML コード – オペレーション呼び出しイベントの定義（AUTOSAR R4.0.2） 

8.1.3 モード切り替えイベント 
 

「モード切り替えイベント」は、アプリケーションモードの開始時または終了時でランナブルエンティテ

ィを起動します。 

モード切り替えイベントを作成する: 

 “Software Component Editor for: Swc”ウィンドウの“Event 
Specification” タブを選択します。 

 Event →Add Event を選択し、そのイベントの名前を ModeEvent
にします。  

 Event Kind コンボボックスで ModeSwitch を選択します。 
 モード切り替えについて以下のように設定します。 

− Activation: entry 
− Assigned Mode: on::OnOffMode 

 

図 42: アプリケーションモード OnOffMode のモード on の開始時の ModeEvent をモデリングす

る 
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このモードイベントがランナブルエンティティにマッピングされると（8.3 項「タイミングイベントへの応

答」を参照）、ASCETはコンフィギュレーション言語で以下の<MODE-SWITCH-EVENT>1 / <SWC-
MODE-SWITCH-EVENT>2エレメントを生成します。 

  

コード 63: ARXML コード – モード切り替えイベントの定義（AUTOSAR R3.1.2） 

 

コード 64: ARXML コード – モード切り替えイベントの定義（AUTOSAR R4.0.2） 

                                                
1 AUTOSAR R3.1.5 以前 
2 AUTOSAR R4.0.* 
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"Events" フィールドには、割り当てられたモードグループ内のすべてのモードがモード切り替えイベ

ントの下に表示されます。これらは個々に有効／無効にできます。1 つ以上のモードが無効になっ

ていると（138 ページの図 57 参照)、コンフィギュレーション言語に<MODE-DEPENDENCY>1 / 
<DISABLED-MODE-IREFS>2 エレメントが追加され、無効化されたモードごとに 1 つずつ

<DEPENDENT-ON-MODE-IREF>1 / <DISABLED-MODE-IREF>2 が含まれます。  

ARXML コードの例は、139 ページのコード 94（AUTOSAR R3.1.2）または 140 ページのコード 95
（AUTOSAR R4.0.2）を参照してください。 

無効化モードについての詳細は、138 ページの 9.3.3 項「モードの無効化」を参照してください。モ

ード切り替えイベントの名前は<SHORT-NAME>エレメントで定義されます。この名前は、このモード

切り替えイベントを参照する他のエレメントの中で使用されます。モード切り替えイベントのショート

名は有効な C 識別子である必要はありません。 

各<MODE-SWITCH-EVENT>エレメントには以下のものを定義する必要があります。 

 <START-ON-EVENT-REF DEST="RUNNABLE-ENTITY">  - ランナブルエンティティへ
の参照 

 <ACTIVATION>（ENTRY または EXIT） - 起動の種類を表す値 
 <MODE-IREF> - イベントに割り当てられたモードを定義するエレメント 
 <MODE-DEPENDENCY> - モード宣言への参照（必要な場合） 

8.2 ランナブルエンティティ 
 

「ランナブルエンティティ」（または単に「ランナブル」とも呼ばれます）は、実行時に RTE によりトリガ

されるソフトウェアコンポーネント内のコード部分です。ソフトウェアコンポーネントは 1 つまたは複

数のランナブルからなり、各ランナブルには実行時に RTE からアクセスできるように独自のハンド

ルがなければなりません。  

ランナブルエンティティを作成する: 

 “Software Component Editor for: Swc”ウィンドウの“Outline”タブで、
ダイアグラム（例: Main）を選択します。 

 Insert → Runnable を選択し、そのランナブルの名前を
RunnableEntity にします。 

すべてのランナブルエンティティは、<INTERNAL-BEHAVIOR>1 / <SWC-INTERNAL-
BEHAVIOR>2内の<RUNNABLES>内に、ソフトウェアコンポーネントテンプレートとして定義されて

いる必要があります。 

 

コード 65: ARXML コード – ランナブルエンティティの定義（AUTOSAR R3.1.2） 

                                                
1 AUTOSAR R3.1.5 以前 
2 AUTOSAR R4.0.* 
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コード 66: ARXML コード – ランナブルエンティティの定義（AUTOSAR R4.0.2） 

 
<RUNNABLE-ENTITY>の名前は、<SHORT-NAME>エレメントで定義されます。この名前は、この
ランナブルエンティティを参照する他のエレメントの中で使用されます。 

<SHORT-NAME>は XML ネームスペースにおけるこのランナブルエンティティの名前を表しますが、

これはユーザーコード内の、呼び出される関数ボディの名前を RTE に知らせるものではありません。

この情報は、ユーザーのインプリメンテーションで使用される C 関数名にランナブルエンティティをリ

ンクさせる<SYMBOL>宣言により提供されます。この<SYMBOL>名は有効な C 識別子である必要

があります。 

AUTOSAR R4.0.*では、生成されたコードのメモリクラスは<SW-ADDR-METHOD-REF>エレメントに

より決定されます。 

ランナブルエンティティのシンボルは ASCET では必須の情報ではありません。これが定義されない

場合は、ASCET が生成する C コード内の、ランナブルエンティティを実装する関数の名前が採用さ

れます。上記の例では、ASCET は C 関数 SWC_IMPL_RunnableEntity を生成します。シンボ

ルが定義されている場合、ASCET はそのシンボルに従ってランナブルエンティティの C コードを生

成します。 

ランナブル用の C 識別子を設定する:  

 ソフトウェアコンポーネントエディタの“Outline”タブで、ランナブル
RunnableEntity を選択し、Edit → Implementation を選択し
ます。 
“Implementation for: RunnableEntity”ダイアログボックスが開きま
す。 

 シンボル RteRunnable_Swc_RunnableEntity を入力します。 
 OK をクリックします。 

 

図 43: ランナブル RunnableEntity 用のシンボル RteRunnable_Swc_RunnableEntity
を設定する 
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これにより、ASCET は実装されるランナブルの C コードを生成し、その名前を

RteRunnable_Swc_RunnableEntity にします。この例ではファイル Swc.c を参照してくださ

い。 

  

<RUNNABLE-ENTITY> の定義は以下のようになります。  

  

コード 67: ARXML コード – ユーザー定義された<SYMBOL>によるランナブルエンティティの定義

（AUTOSAR R3.1.2） 

 

コード 68: ARXML コード – ユーザー定義された<SYMBOL>によるランナブルエンティティの定義

（AUTOSAR R4.0.2） 

ソフトウェアコンポーネントのポートとのインタラクションを必要としないランナブルエンティティの場

合は、上記のような宣言で十分です。しかし、ポートによる通信が必要なランナブルエンティティの

場合は、インタラクションを行う API を RTE ジェネレータが生成できるようにするため、以下の例の

ような情報を追加する必要があります。 

1. ランナブルエンティティが送信できるデータアイテム 

2. ランナブルエンティティが受信できるデータアイテム 

3. ランナブルエンティティが呼び出すサーバー、および結果の返されかた 

同じ 1 つのランナブルエンティティを使用して、1 つのポートでデータを受信した後に別のポートでデ

ータを送信したり、1 つのポートでデータを受信してから受信データを処理するサーバーポートを呼

び出したりすることができます。たとえば、R ポートから整数値を読み取り、それに 2 を掛け、その結

果を P ポートから送信するランナブルエンティティを作成することができます。 

オペレーション呼び出しイベントから呼び出されないランナブルエンティティでは、最小起動インター

バルを指定して起動の間隔を制御することもできます。この機能は、最小起動インターバルより短

い間隔でランナブルの起動要求がかかった場合に、要求された起動を遅らせ、所定のインターバ

ル内にランナブルが 2 回以上起動されないようにするものです。  

注記 

最小起動インターバルを使用する場合は、使用する RTE ジェネレータにそのランナブルの起動

がどのように実装されているかを必ず確認してください。 
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8.3 タイミングイベントへの応答 
 

タイミングイベントに関連付けられたランナブルエンティティは、実行時に周期的に実行されます。タ

イミングイベントによりランナブルエンティティの実行頻度が決まります。 

<TIMING-EVENT>エレメントで発生の周期<PERIOD>を秒単位で指定し、<START-ON-EVENT-
REF>エレメントで、コンポーネントの内部ビヘイビアに定義されているランナブルエンティティを参照

します。周期をゼロにすることはできません。 

次の例では、所定のランナブルエンティティが 10 マイクロ秒ごとに起動されるように RTE を設定す

る方法を紹介します。 

ランナブルにタイミングイベントを割り当てる: 

 “Software Component Editor for: Swc”ウィンドウの“Event 
Specification”タブでを選択します。 

 “Events”フィールドで、イベント Cyclic_10ms を選択します。 
 “Runnables”フィールドで、ランナブル RunnableEntity を選択し

ます。 
 Event →Assign Event を選択するか、>>ボタンをクリックします。 

 

図 44: イベント Cyclic_10ms を RunnableEntity に割り当てる 

<TIMING-EVENT>エレメント内の<START-ON-EVENT-REF DEST="RUNNABLE-ENTITY">
にイベント発生時に起動されるランナブルエンティティが定義され、<PERIOD>に RTE ジェネレータ

が使用する周期が定義されます。 

タイミングイベントの名前は<SHORT-NAME>エレメントで定義されます。この名前は、このタイミング

イベントを参照する他のエレメントの中で使用されます。タイミングイベントのショート名は有効な C
識別子である必要はありません。 

103 ページのコード 60: ARXML コード – タイミングイベントの定義（全 AUTOSAR バージョン）も参

照してください。 

8.4 ポートへの送信 
 

センダ／レシーバインターフェースを提供するソフトウェアコンポーネントには、そのインターフェー

スを介してデータを送信するランナブルエンティティを 1 つ以上定義する必要があります。 

ランナブルは以下の 2 通りの方法でデータを送信できます。 

 明示的な送信 － RTE は明示的な API コールを生成します。この呼び出しは最適化機能に
よってマクロ化することができ、送信データのキューイングの有無も指定できます。 



ETAS 内部ビヘイビア（Internal Behavior） 

ASCET V6.2 AUTOSAR ユーザーズガイド  111 

 暗黙的な送信 － RTE は暗黙的な API コールを生成します。この呼び出しも最適化機能に
よってマクロ化することができますが、送信データのキューイングは行えません。 

センダにとってはランナブルエンティティがどのようにトリガされるかは問題ではないので、ランナブ

ルエンティティの起動にはどのイベントでも使用できます。 

8.4.1 明示的な送信 
 

ポートへの明示的な送信を行う: 

 87 ページの「センダポートを作成する」の方法で、P ポート Sender を
作成します。 

 P ポート Sender を"Outline"タブからドラッグし、ソフトウェアコンポー
ネントエディタの描画エリアにドロップします。 

 RTE Access ボタンを使用して、RTE アクセス演算子を作成し、描画
エリアに配置します。 

 RTE アクセス演算子の出力を Sender ポートのデータエレメント
Speed に接続します。 

 "Outline" タブで、ランナブル RunnableEntity を選択し、Speed
のシーケンスコールをダブルクリックします。 
ASCET はランナブルエンティティ RunnableEntity 内でデータエレ
メント Speed が送信されるように、シーケンス番号（ここでは 5）を自
動的に割り当てます。 

 値が 120 のリテラルをダイアグラムに追加し、このリテラルを RTE ア
クセス演算子の入力に接続します。 
これでコード生成が行えるようになりました。コード生成の方法は 27
ページの「プロジェクトのコードを生成する」を参照してください。 

 

図 45: 値 120 をセンダポートに明示的に送信する 

データを明示的に送信するランナブルエンティティには、<DATA-SEND-POINTS>エレメントで所定

のインターフェースに送信するデータアイテムを定義する必要があります。 

AUTOSAR R3.1.5 以前では、送信データアイテムは<DATA-SEND-POINT>エレメント内で定義し

ます。各<DATA-SEND-POINT>エレメントには以下のプロパティを定義する必要があります。 

 <SHORT-NAME> - アイテム参照用の名前（有効な C 識別子である必要はありません） 
 <DATA-ELEMENT-IREF> - 以下のプロパティを 1 つずつ含むエレメント 

− <P-PORT-PROTOTYPE-REF> （P ポートへの参照） 

− <DATA-ELEMENT-PROTOTYPE-REF> （送信エレメントへの参照） 
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コード 69: ARXML コード – 明示的送信を行うランナブルエンティティ（AUTOSAR R3.1.2） 

AUTOSAR R4.0.*では、送信データアイテムは<VARIABLE-ACCESS> エレメントで指定されます。

各<VARIABLE-ACCESS>には以下のプロパティを定義する必要があります。 

 <SHORT-NAME> - アイテム参照用の名前（有効な C 識別子である必要はありません） 
 <ACCESSED-VARIABLE> - 以下のプロパティを 1 つずつ含む<AUTOSAR-VARIABLE-

IREF>エレメントを含むエレメント 

− <P-PORT-PROTOTYPE-REF> （P ポートへの参照） 

− <TARGET-DATA-PROTOTYPE-REF> （送信エレメントへの参照） 

 

コード 70: ARXML コード – 明示的送信を行うランナブルエンティティ（AUTOSAR R4.0.2） 
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センダにとっては、ランナブルエンティティがどのようにトリガされるかは問題ではないので、ランナ

ブルエンティティの起動にはどのイベントでも使用できます。 

ASCET が生成するコードについては 145 ページの 10.3.1 項「ポートへの送信」を参照してください。 

8.4.2 暗黙的な送信 
 

ランナブルエンティティは、暗黙的なデータ送信を行うこともできます。このような設定は、C 関数の

呼び出しではなく、RTE に定義されているグローバル変数にアクセスするシンプルなマクロとして実

装されます。 

ASCET で暗黙的な送信をモデリングするには以下の 2 通りの方法があります。 

1. RTE アクセスを Explicit から Implicit に変更する 

2. RTE アクセス演算子を使用せずに暗黙的通信をモデリングする 

RTE アクセスを Implicit に変更する: 

 図 46 のように、描画エリアで、8.4.1 項の例の RTE アクセス演算子を
右クリックし、ショートカットメニューから Access → Implicit を選択
します。 

 

図 46: RTE アクセス演算子のアクセスタイプを Implicit に変更する 

 

ポートへの暗黙的な送信を行う: 

 P ポート Sender を"Outline"タブからドラッグし、ソフトウェアコンポー
ネントエディタの描画エリアにドロップします。 

 値が 120 のリテラルを追加し、このリテラルを P ポート Sender のデ
ータエレメント Speed に接続します。 

 "Outline" タブで、ランナブル RunnableEntity を選択し、Speed
のシーケンスコールをダブルクリックします。 
ASCET はランナブルエンティティ RunnableEntity 内でデータエレ
メント Speed が送信されるように、シーケンス番号（ここでは 10）を自
動的に割り当てます。 
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図 47: 値 120 をセンダポートに暗黙的に送信する 

暗黙的な送信の設定は明示的な送信の場合とほとんど同じですが、暗黙的な送信の定義には

<DATA-SEND-POINTS>エレメントの代わりに<DATA-WRITE-ACCESSS>エレメントが使用され

ます。 

 

コード 71: ARXML コード – 暗黙的送信を行うランナブルエンティティ（AUTOSAR R3.1.2） 
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コード 72: ARXML コード –暗黙的送信を行うランナブルエンティティ（AUTOSAR R4.0.2） 

ASCET が生成するコードについては 145 ページの 10.3.1 項「ポートへの送信」を参照してください。 

8.5 ポートからの受信 
 

センダ／レシーバインターフェースを必要とするソフトウェアコンポーネントにも、そのインターフェー

スを介してデータを受信するランナブルエンティティを 1 つ以上定義する必要があります。データは

以下の 2 通りの方法で受信できます。 

 暗黙的な受信 – ランナブルはタイミングイベントなどのイベントにより起動され、データを受
信する RTE API を呼び出します。 

 明示的な受信 – ランナブルはイベントにより起動され、データを受信する RTE API を呼び出
します。レシーバはノンブロッキング API を使用してデータをポーリングします。 

8.5.1 明示的な受信 
 

ポートからの明示的な受信を行う: 

 93 ページの「センダポートを作成するセンダポートを作成するセンダ
ポートを作成する」の方法で、R ポート SReceiver を作成します。 

 R ポート Receiver を"Outline"タブからドラッグし、ソフトウェアコン
ポーネントエディタの描画エリアにドロップします。 

 RTE Access ボタンを使用し、RTE アクセス演算子を作成して描画エ
リアに配置します。 

 Receiver ポートのデータエレメント Speed を RTE アクセス演算子
の入力に接続します。 

 符号付き離散変数を挿入し、その名前を SpeedSwc にします。 
 変数 SpeedSwc を、範囲が[-32768, 32767]の sint16 として

実装します。  
 "Outline" タブで、ランナブル RunnableEntity を選択し、変数

SpeedSwc の空のシーケンスコールをダブルクリックします。 
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ASCET は SpeedSwc にランナブルエンティティ RunnableEntity
のシーケンス番号（ここでは 10）を自動的に割り当てます。 

 

図 48: R ポート Receiver から値 Speed を明示的に受信する 

明示的にデータを受信するランナブルには、受信するデータアイテムを<DATA-RECEIVE-
POINTS>1 / <DATA-RECEIVE-POINT-BY-VALUES>2エレメント内に定義します。 

AUTOSAR R3.1.5 以前では、受信データアイテムは<DATA-RECEIVE-POINT>エレメント内で定

義します。各<DATA- RECEIVE -POINT>エレメントには以下のプロパティを定義する必要があり

ます。 

 <SHORT-NAME> - アイテム参照用の名前（有効な C 識別子である必要はありません） 
 <DATA-ELEMENT-IREF> - 以下のプロパティを 1 つずつ含むエレメント 

− <P-PORT-PROTOTYPE-REF> （P ポートへの参照） 

− <DATA-ELEMENT-PROTOTYPE-REF> （送信エレメントへの参照） 

 

コード 73: ARXML コード – 明示的受信を行うランナブルエンティティ（AUTOSAR R3.1.2） 

AUTOSAR R4.0.*では、受信データアイテムは<VARIABLE-ACCESS> エレメントで指定されます。

各<VARIABLE-ACCESS>には以下のプロパティを定義する必要があります。 

 <SHORT-NAME> - アイテム参照用の名前（有効な C 識別子である必要はありません） 
 <ACCESSED-VARIABLE> - 以下のプロパティを 1 つずつ含む<AUTOSAR-VARIABLE-

IREF>エレメントを含むエレメント 

                                                
1 AUTOSAR R3.1.5 以前 
2 AUTOSAR R4.0.* 
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− <P-PORT-PROTOTYPE-REF> （R ポートへの参照） 

− <TARGET-DATA-PROTOTYPE-REF> （受信エレメントへの参照） 

 

コード 74: ARXML コード –明示的送信を行うランナブルエンティティ（AUTOSAR R4.0.2） 

データ受信を行うランナブルエンティティは、Rポートにポーリングして所定のデータアイテムの有無

を調べます。したがって<DATA-RECEIVE-POINTS>1 / <DATA-RECEIVE-POINT-BY-
VALUES>2が定義されているランナブルエンティティは、通常、ポーリング周期を規定する

<TIMING-EVENT>により起動されます。 

ASCET が生成するコードについては 145 ページの 10.3.2 項「ポートからの受信」を参照してくださ

い。 

8.5.2 暗黙的な受信 
 

ASCET で暗黙的な受信をモデリングするには以下の 2 通りの方法があります 

1. RTE アクセスを Explicit から Implicit に変更する 

2. RTE アクセス演算子を使用せずに暗黙的な受信をモデリングする 

RTE アクセスを Implicit に変更する: 

 図 49 のように、描画領域において、8.5.1 項の例で配置した RTE ア
クセス演算子を右クリックし、ショートカットメニューから Access → 
Implicit を選択します。 

                                                
1 AUTOSAR R3.1.5 以前 
2 AUTOSAR R4.0.* 
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図 49: RTE アクセス演算子のアクセスを Implicit に変更する 

 

ポートからの暗黙的な受信を行う: 

 R ポート Receiver を"Outline"タブからドラッグし、ソフトウェアコン
ポーネントエディタの描画エリアにドロップします。 

 符号付き離散変数を挿入して名前を SpeedSwc にし、範囲が[-
32768, 32767]の sint16 として実装します。 

 Receiver ポートのデータエレメント Speed を変数 SpeedSwc に接
続します。 

 "Outline" タブで、ランナブル RunnableEntity を選択し、変数
SpeedSwc の空のシーケンスコールをダブルクリックします。 
ASCET は SpeedSwc にランナブルエンティティ RunnableEntity
のシーケンス番号（ここでは 10）を自動的に割り当てます。 

 

図 50: R ポート Receiver から値 Speed を暗黙的に受信する 

暗黙的にデータを受信するランナブルには、受信するデータアイテムを<DATA-READ-ACCESS>エ
レメント内に定義します。 
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コード 75: ARXML コード – 暗黙的受信を行うランナブルエンティティ（AUTOSAR R3.1.2） 

 

コード 76: ARXML コード – 暗黙的受信を行うランナブルエンティティ（AUTOSAR R4.0.2） 

 

各受信データは、<DATA-READ-ACCESS>1 / <VARIABLE-ACCESS>2 エレメントで定義します。 
<DATA-READ-ACCESS>/<VARIABLE-ACCESS>エレメントの名前は<SHORT-NAME>エレメント

で定義する必要があり、この名前は他のエレメントがデータ読取りアクセスへの参照を行う際に使

用されます。このショートネームは有効なC識別子である必要はありません 

                                                
1 AUTOSAR R3.2.5 以前 
2 AUTOSAR R4.0.* 
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ASCET が生成するコードについては 145 ページの 10.3.2 項「ポートからの受信」を参照してくださ

い。 

8.6 ポートへのサーバーリクエストへの応答 
 

ASCET は、クライアント／サーバーインターフェースを提供するソフトウェアコンポーネント内に、そ

のインターフェース内の各オペレーションを行うランナブルエンティティを定義します。これらのラン

ナブルエンティティは、そのソフトウェアコンポーネント上の P ポート用サーバーになります。 

RTE がサーバーとして扱うランナブルエンティティは、<OPERATION-INVOKED-EVENT>に結びつ

けられている必要があります。この RTE イベントにより、RTE は実行時にクライアントの要求に応え

て所定のランナブルエンティティを呼び出すことができます。また<OPERATION-INVOKED-
EVENT>には、サーバーインターフェースに対するどのオペレーション要求によりランナブルエンティ

ティが起動されるようにするかを指定する必要があります。 

次の例では、インターフェース型 CSInterface の P ポート Server 上で MaximumValue とい

うオペレーションが呼び出されたときにランナブル Server_MaximumValue が実行されるように

設定されています。以下の説明も参照してください。 

1. 6.3 項「クライアント／サーバー」（70 ページ）－  クライアントインターフェース

CSInterface の作成について 

2. 7.1.1 項「P ポート（提供ポート）」（87 ページ）－ P ポート Server の作成について 

3. 8.1.2 項「オペレーション呼び出しイベント」（103 ページ）－ オペレーション呼び出しイベント

についての詳しい説明  

 

コード 77: ARXML コード – サーバーリクエストに応答する内部ビヘイビア（AUTOSAR R3.1.2） 
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コード 78: ARXML コード –– サーバーリクエストに応答する内部ビヘイビア（AUTOSAR R4.0.2） 

 

<OPERATION-INVOKED-EVENT>の名前は<SHORT-NAME>エレメントで定義されます。この名

前は、このイベントを参照する他のエレメントの中で使用されます。有効な C 識別子である必要は

ありません。 

8.6.1 サーバーの並行呼び出し 
 

サーバーとして機能するランナブルが並行して呼び出されるように記述されている場合、RTE は、

最適化機能により、同じ ECU 上のクライアントによる呼び出しを関数の「直接呼び出し」にすること

ができます。この場合、キューイングは不要（または不可能）で、サーバーに対する複数の呼び出し

を並行して発生させることができるようになります。 

この際 RTE ジェネレータは、どのランナブルエンティティを並行的に呼び出せるようにするかを知っ

ておく必要があります。 

サーバーの並行呼び出しを可能にする: 

 ソフトウェアコンポーネントエディタの“Outline”タブで、サーバーランナ
ブル Server_MaximumValue を選択します。 
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このサーバーランナブル Server_MaximumValue は、7.1.1 項「P
ポート」で P ポート Server が作成されたときに ASCET により自動挿
入されたものです。 
“Runnable Signature Editor for: Server_MaximumValue”ウィンドウ
が開きます。 

 “Settings”タブを選択します。 
 Can be Invoked Concurrently オプションをオンにします。 

 

図 51: ランナブル Server_MaximumValue 用の Can be Invoked Concurrently オプション 

 OK をクリックしてランナブルシグネチャエディタを閉じます。 

並行呼び出しは、サーバーのランナブルエンティティ内に以下のように定義されます。 

 

コード 79: ARXML コード – 並行呼び出しが可能なサーバーランナブル（AUTOSAR R3.1.2） 

 

コード 80: ARXML コード – 並行呼び出しが可能なサーバーランナブル（AUTOSAR R4.0.2） 
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注記 

これらのランナブルは、並行して呼び出されることを前提にして記述されていなければなりませ

ん。そうでないと、複数のクライアントがこのサーバーを同時に要求した場合にデータの整合性

が保証されなくなります。 

 

8.7 ポートへのクライアントリクエスト 
 

同様に、クライアント／サーバーインターフェースを必要とするソフトウェアコンポーネントには、クラ

イアントとして機能するランナブルエンティティを 1 つ以上定義する必要があります。 

ASCET では、複数のクライアントからサーバーに同時にアクセスでき、サーバーがリクエストを処理

している間、クライアントはブロックされます。サーバーが処理を終えるとその結果がクライアントに

返され、クライアントは処理を再開します。ここでは、クライアントが必ず RTE イベントによりトリガさ

れるようにする必要があります。 

ポートにクライアントリクエストを発行する: 

 「クライアントポートを作成する」（95 ページ）の方法で、 R ポート
Client を Swc に追加します。 

 R ポート Client を"Outline"タブからドラッグし、ソフトウェアコンポー
ネントエディタの描画エリアにドロップします。 

 メソッド Notification を非アクティブ化します（96 ページ参照）。  
 符号付き離散変数を挿入して名前を A にし、範囲が[-32768, 

32767]の sint16 として実装します。 
 A を R ポート Client の引数 InputA に接続します。 
 符号付き離散変数 B および C を挿入し、A と同じ内容で実装します。 
 B を Client の引数 InputB に接続します。 
 C を Client の引数 OutputMaximum に接続します。 
 RTE Invoke ボタンを使用し、RTE 呼び出し演算子を作成して描画

エリアに配置します。 
 オペレーション MaximumValue の戻り値を RTE 呼び出し演算子に

接続します。 
 ツリーペイン内のランナブル RunnableEntity を選択し、空のシー

ケンスコール InvokeOp をダブルクリックします。 
ASCET は、InvokeOp にランナブルエンティティ RunnableEntity
のシーケンス番号（ここでは 5）を自動的に割り当てます。  

 

図 52: R ポート Client に MaximumValue(A,B)を計算して結果を C に格納するよう要求する 

複数のランナブルエンティティが同時にサーバーを呼び出す必要がある場合、<SYNCHRONOUS-
SERVER-CALL-POINT>エレメントで、クライアントが呼び出すことのできるオペレーションを指定し、

呼び出されるすべてのオペレーションについてグローバルの<TIMEOUT>値を定義します。

<TIMEOUT>は、サーバーがオペレーション結果を提供するまでのクライアント側の最大待ち時間

です。 

 



ETAS 内部ビヘイビア（Internal Behavior） 

ASCET V6.2 AUTOSAR ユーザーズガイド  124 

 

コード 81: ARXML コード – クライアントリクエストが定義されたランナブルエンティティ（AUTOSAR 
R3.1.2） 

 

コード 82: ARXML コード – クライアントリクエストが定義されたランナブルエンティティ（AUTOSAR 
R4.0.2） 

<SNCHRONOUS-SERVER-CALL-POINT>には、<SHORT-NAME>エレメントで名前を定義する必

要があります。この名前はこの呼び出しポイントを参照する他のエレメントの中で使用されます。こ

れは有効な C 識別子である必要はありませんが、AUTOSAR スキーマが実施する構文チェックをパ

スするものでなければなりません。 
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注記 

呼び出されるすべてのオペレーションについてのグローバルの<TIMEOUT>値は、ASCET では

常に 0 に設定されます。 

 

ASCET が生成するコードについては 153 ページの 10.4.2 項「ポートにクライアントリクエストを発行

する」を参照してください。 

1 つのランナブルエンティティを、ある 1 つのインターフェースではサーバーとして使用し、別のイン

ターフェースではクライアントとして使用することができます。たとえば、P ポートではソートを行うサ

ーバーリクエストを扱い、R ポートでは補助オペレーションを使用するランナブルエンティティを作成

できます。 

8.8 インターランナブル変数 
 

非 AUTOSAR プロジェクトでは、ASCET メッセージをプロセス間通信に使用することができます。

AUTOSAR ソフトウェアコンポーネントではこれらのメッセージを使用できないため、代わりに「インタ

ーランナブル変数」を使用してランナブル間の通信を行います。 

インターランナブル変数による通信は、明示的／暗黙的なセンダ／レシーバ通信とセマンティックス

的に同等です（62 ページ、6.1 項「センダ／レシーバ」を参照）が、スコープはソフトウェアコンポー

ネントのインスタンス内に限られます。  

インターランナブル変数を定義する: 

 ソフトウェアコンポーネントエディタで、 Interrunnable Variable ボ
タンを使用してインターランナブル変数を追加します。 
"Properties for Scalar Element: interrunnable”ダイアログボックスが
開きます。 

 インターランナブル変数の名前を IRV_explicit にします。 
 "Internal Access" を Explicit にします。 
 "Basic Type"を選択します（例: Unsigned Discrete）。 
 OK をクリックしてプロパティエディタを閉じます。 
 さらに、内部アクセスが Implicit のインターランナブル変数

IRV_implicit を作成します。 
 両方のインターランナブル変数を sint8 として実装します(図 10 参

照)。 

AUTOSAR R3.1.5 以前では、インターランナブル変数は<INTER-RUNNABLE-VARIABLE>エレメ

ントで定義されます。<COMMUNICATION-APPROACH> エレメントで、変数が暗黙的アクセスと明

示的アクセスのどちらを使用するかが決まります。 
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コード 83: ARXML コード –  明示的インターランナブル変数と暗黙的インターランナブル変数

（AUTOSAR R3.1.2） 

AUTOSAR R4.0.*では、インターランナブル変数は<VARIABLE-DATA-PROTOTYPE>エレメントで

定義されます。明示的インターランナブル変数と暗黙的インターランナブル変数は、<SWC-
INTERNAL-BEHAVIOR>内の異なるエレメント、<EXPLICIT-INTER-RUNNABLE-
VARIABLES>（コード 84） および <IMPLICIT-INTER-RUNNABLE-VARIABLES>（コード 85）で
定義されます。 

 

コード 84: ARXML コード –  明示的インターランナブル変数（AUTOSAR R4.0.2） 
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コード 85: ARXML コード –  暗黙的インターランナブル変数（AUTOSAR R4.0.2） 

各インターランナブル変数の名前は<SHORT-NAME>エレメントで定義する必要があり、これを使用

して他のエレメントがインターランナブル変数を参照します。  

8.8.1 読取り／書込みアクセス 
 

各ランナブルエンティティについて、そのランナブルエンティティが実行時にインターランナブル変数

を読み取るか書き込むかを明示的に定義しておく必要があります。 

 

図 53: 2 つのランナブルエンティティにより使用されるインターランナブル変数 

AUTOSAR R3.1.5 以前では、アクセスは <READ-VARIABLE-REFS> および<WRITTEN-
VARIABLE-REFS>エレメントで宣言されます。図 53 の例は、各ランナブルについての以下のよう

なディスクリプションにより実現されます。 
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コード 86: ARXML コード – インターランナブル変数への読取り／書込みアクセスを行うランナブル

エンティティ（AUTOSAR R3.1.2） 

In AUTOSAR R4.0.*では、アクセスは<READ-LOCAL-VARIABLES> および<WRITTEN-
LOCAL-VARIABLES>エレメントで宣言されます。図 53 の例は、ランナブル Rrunnable につい

ての以下のようなディスクリプションにより実現されます。 
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コード 87: ARXML コード –  インターランナブル変数への読取り／書込みアクセスを行うランナブ

ルエンティティ（AUTOSAR R4.0.2） 

8.9 排他領域 
 

ソフトウェアコンポーネントは、内部に定義されている複数のランナブルエンティティが共有するデー

タについて相互排他処理を行う必要がある場合、「排他領域」を使用することができます。 

RTE ジェネレータは排他領域設定に従って OS コンフィギュレーションファイルを作成し、排他領域

を最適化します。たとえば、ある領域にアクセスするすべてのコンポーネントが同じタスクにマッピン

グされている場合、その領域全体を排他設定から除外できます。 

排他領域は XML コンフィギュレーションに定義され、それらを使用するランナブルエンティティに関

連付けられます。 

8.9.1 ASCET V6.2 での変更点 
 

これまでのバージョンの ASCET では、SWC 内のメッセージへの読取り／書込みアクセスを保護す

るために排他的領域が使用され、ASCET_exclusive_area という名前の排他的領域が自動的

に作成されていました。 

ASCET V6.2 では、SWC 内でメッセージが使用できなくなったため、ASCET モジュールに含まれるメ

ッセージは AUTOSAR エレメントにマッピングする必要があります。そのため、メッセージ保護のた

めの排他的領域も必要なくなり、ASCET_exclusive_area は生成されなくなりました。 

8.9.2 設定 
 

排他的領域は、ASCET リソースとして作成します。 
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排他領域を作成する: 

 ソフトウェアコンポーネントエディタで、Resource ボタンを使用してリ
ソースを作成し、描画エリアに配置します。 

 "Outline" タブでリソースを右クリックし、ショートカットメニューから
Rename を選択してリソースの名前を SwcExclusiveArea に変
更します。 

新たに作成されたこの排他領域SwcExclusiveAreaをソフトウェアコンポーネント内で使用する

には（8.9.3 項を参照）、そのコンポーネントが使用する排他領域を<INTERNAL-BEHAVIOR>1 / 
<SWC-INTERNAL-BEHAVIOR>2宣言内の<EXCLUSIVE-AREAS>に指定します。 

  

コード 88: ARXML コード –  排他的領域の定義（AUTOSAR R3.1.2） 

 

コード 89: ARXML コード –  排他的領域の定義（AUTOSAR R4.0.2） 

                                                
1 AUTOSAR R3.1.5 以前 
2 AUTOSAR R4.0.* 



ETAS 内部ビヘイビア（Internal Behavior） 

ASCET V6.2 AUTOSAR ユーザーズガイド  131 

つまり、ユーザーが定義する排他領域のスコープはソフトウェアコンポーネントのインスタンスになり

ます。ソフトウェアコンポーネント境界をまたぐ排他領域を定義することはできません。複数のソフト

ウェアコンポーネントインスタンスに共有され、それらから同時にアクセスされる可能性があるデー

タは、必ず専用のコンポーネントにカプセル化して、そのデータへのアクセスには通常のセンダ／レ

シーバ通信またはクライアント／サーバー通信を使用するようにしてください。 

内部ビヘイビア内に定義されている各排他領域には、<SHORT-NAME>エレメント内で名前が定義

されている必要があります。この名前は、他のエレメント内でこのソフトウェアコンポーネント型を参

照し、実行時に排他領域にアクセスするための「ハンドル」を形成するために使用されるもので、有

効な C 識別子である必要があります。 

さらに、ECU ディスクリプション内の ExclusiveAreaImplementation エレメントにより、排他

領域をどのように実装するかを RTE に知らせることができます。 

 

注記 

ある排他領域についての ExclusiveAreaImplementation の定義が省略されると、RTE
はデフォルトの OS リソース実装ストラテジを使用します。 

 

排他領域と SWC インスタンスの組み合わせごとに、異なる排他領域実装メソッドを設定できます。 

 

注記 

InterruptBlocking メソッドを使用している場合、保護されるクリティカルセクションの実行

時間が最長になると、最悪の場合にはすべての OS 割込みがブロックされてしまいます。 

8.9.3 使用法 
 

<INTERNAL-BEHAVIOR>1 / <SWC-INTERNAL-BEHAVIOR>2セクション内の各ランナブルでは、

「排他領域」を使用するかどうか、およびその領域を実行時にどのように使用するかを宣言できます。 

ASCET は明示的アクセスとして排他領域を定義します。<RUNNABLE-ENTITY-CAN-ENTER-
EXCLUSIVE-AREA>エレメントで、その排他領域へのアクセスに明示的 API が使用されることを指

定します。この領域の名前が、生成される API の一部分になります（明示的アクセスは OSEK OS
の標準リソースとよく似ています）。 

ASCET V6.2 以降において排他的領域は、ユーザー定義された排他的領域内に割り当てられたラ

ンナブルエンティティのシーケンスによってのみアクセス可能です。 

 

注記 

ASCET V6.2 以降のソフトウェアコンポーネントには、メッセージ、および自動生成される

ASCET_exclusive_area は存在しません。 

 

ランナブルのシーケンスを排他領域に割り当てる: 

 SwcExclusiveArea のシーケンスコール reserve を編集し、メソ
ッド RunnableEntity のシーケンス番号 8 をセットします。 

 SwcExclusiveArea のシーケンスコール release を編集し、メソ
ッド RunnableEntity のシーケンス番号 22 をセットします。 

                                                
1 AUTOSAR R3.1.5 以前 
2 AUTOSAR R4.0.* 
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図 54: RunnableEntity 内での排他的領域 SwcExclusiveArea の使用 

コード 90 およびコード 91 のように、<RUNNABLE-ENTITY>エレメントの定義内に

SwcExclusiveArea への参照が生成されます。 

 

コード 90: ARXML コード –  排他的領域への参照を含むランナブルエンティティ（AUTOSAR R3.1.2） 

 

コード 91: ARXML コード – 排他的領域への参照を含むランナブルエンティティ（AUTOSAR R4.0.2） 

ASCET が生成するコードについては、10.7 項「排他領域による並行処理制御」（162 ページ）を参

照してください。 



ETAS モード 

ASCET V6.2 AUTOSAR ユーザーズガイド  133 

9 モード 
 

前章までは AUTOSAR のソフトウェアコンポーネントの定義と設定を行いましたが、本章ではソフト

ウェアコンポーネントがランナブルエンティティの実行を制御するために使用する「アプリケーション

モード」を定義していきます。 

本章は、以下の各項で説明されている「モード」について、さらに詳しく説明するものです。 

 6.2 項「モードスイッチ」（67 ページ） 
 8.1.3 項「モード切り替えイベント」（105 ページ） 

9.1 モードの定義 
 

「モード」は ASCET_types という AUTOSAR パッケージの<MODE-DECLARATION-GROUP>エレ

メント内で宣言されます。ASCET_types にはソフトウェアコンポーネント固有の型が入っています。 

AUTOSAR R3.1.5 以前では、ASCET_types パッケージはソフトウェアコンポーネントの型ファイル

（生成される Types.arxml ファイル）に格納されます。 

 

コード 92: ARXML コード –  モード宣言グループ（AUTOSAR R3.1.2） 

AUTOSAR R4.0.*では、ASCET_Types パッケージはソフトウェアコンポーネントのアプリケーショ

ン型ファイル（生成される SWC_appltypes.arxml ファイル）に格納されます。 

 

コード 93: ARXML コード –  モード宣言グループ（AUTOSAR R4.0.2） 

<MODE-DECLARATION-GROUP>エレメントで 1 つまたは複数のモードが宣言され、それらのモー

ドがインターフェース宣言に使用されます。 

モードグループを作成する: 

 コンポーネントマネージャで Insert → AUTOSAR →Mode Group
を選択します。 
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 このモードグループの名前を OnOffMode にします。 
 2 つのモード、off および on を作成します。作成方法は 67 ページを

参照してください。 

 

図 55: モード宣言グループ OnOffMode 

注記 

モード宣言グループは ASCET の列挙型データに似ていますが、列挙型データとは異なり、値を

明示的に設定することはできません。 

 

ASCET は AUTOSAR パッケージ ASCET_types 内に<MODE-DECLARATION-GROUP>を宣言し

ます。ARXML コードの例は、68 ページのコード 29（AUTOSAR R3.1.2）または 68 ページのコード

30（AUTOSAR R4.0.2）を参照してください。 

<MODE-DECLARATION-GROUP>エレメント内の 1 つのモードが、<INITIAL-MODE-REF>により、

そのグループの初期モードとしてマークされます。初期モードの ENTRY に関連付けられているモー

ド切り替えイベントは、Rte_Start によって RTE が起動された際、RTE によりトリガされます。1

つの<MODE-DECLARATION-GROUP>を複数のモードスイッチインターフェースで使用（参照）でき

るので、複数のソフトウェアコンポーネントからの使用が可能になります。 

9.2 モード通信 
 

モードはモードスイッチインターフェースを介して伝えられます（67 ページの 6.2 項「モードスイッチ」

を参照）。 

ASCET では、モードスイッチインターフェースは、モードグループを含むセンダ／レシーバインターフ

ェースコンポーネントとして実現されます。 
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AUTOSAR R3.1.5 以前では、各モードスイッチインターフェースには必要に応じて任意の数のモー

ド宣言グループプロトタイプ（インターフェースにより通信される AUTOSAR モード）を定義することが

できます。 

AUTOSAR R4.0.*では、各モードスイッチインターフェースに必ず 1 つのモード宣言グループプロト

タイプを定義する必要があります。 

モード宣言グループプロトタイプは、特定のモード宣言グループのプロトタイプを定義するものです。 

モードグループインターフェースを作成する: 

 コンポーネントマネージャで、Insert → AUTOSAR →
SenderReceiver Interface を選択します。 

 このセンダ／レシーバインターフェースの名前を ModeInterface
にします。 

 ModeInterface をダブルクリックします。 
“Sender Receiver Interface Editor for: ModeInterface”ウィンドウが
開きます。 

 Insert → Component を選択します。 
“Select Item …”ダイアログボックスが開きます。 

  “Select item…”ダイアログボックスの“1 Database”または
“1 Workspace”ペインでモードグループインターフェース 
OnOffMode を選択します（69 ページの図 20 参照）。 

 OK をクリックして“Select Item…”ダイアログボックスを閉じ、
OnOffMode を ModeInterface に挿入します。  
“Properties for Element: OnOffMode”ダイアログボックスが開きま
す。 

 OK をクリックしてデフォルトの名前とコメントを確定します。 
モードグループインターフェース ModeInterface は図 21（69 ペー
ジ）のようになります。 

モードスイッチインターフェース内のモード宣言グループプロトタイプは、70 ページのコード 31
（AUTOSAR R3.1.5 以前）または 70 ページのコード 32（AUTOSAR R4.0.*）のような構造で定義さ

れます。AUTOSAR R3.1.5 以前では、各モードグループは <MODE-DECLARATION-GROUP-
PROTOTYPE> エレメントで定義され、これらのエレメントがすべて 1 つの<MODE-GROUPS>エレメ

ント内で定義 されている必要があります。 

AUTOSAR R4.0.*では、各モードグループは<MODE-GROUP>エレメントで定義されます。 

各<MODE-DECLARATION-GROUP-PROTOTYPE>/<MODE-GROUP>には以下のものが定義され

ている必要があります。 

 <SHORT-NAME>  - アイテム参照用の名前 
 <TYPE-TREF> - モード宣言グループへの参照 

AUTOSAR R3.1.5 以前では、1 つのセンダ／レシーバインターフェースコンポーネントで<DATA-
ELEMENTS> および<MODE-GROUPS> の両方を同じように宣言することができますが、実際には、

1 つのインターフェースにはデータエレメントまたはモードグループのいずれかのみを使用すること

をお勧めします。 

AUTOSAR R4.0.*では、1 つのセンダ／レシーバインターフェースコンポーネントにはデータエレメン

トとデータエレメントのいずれか一方しか含めることができません。両方のエレメントを混在させると、

コード生成エラーが発生します。 

9.3 モードの使用 
 

あるソフトウェアコンポーネントを、所定のモード切り替えによって起動されるようにすることができま

す。本項では、ソフトウェアコンポーネント内でのモードの使用法について説明します。  
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ソフトウェアコンポーネント内にモードグループインターフェースを挿入する: 

 3.1.2 項（22 ページ）に説明されている方法で、プロジェクトを作成して
セットアップします。 

 26 ページ「AUTOSAR ソフトウェアコンポーネントをプロジェクトに挿入
する」を参考に、ソフトウェアコンポーネント Swc をプロジェクトに挿入
します。 

 プロジェクトエディタウィンドウの“Outline”タブで、Swc をダブルクリッ
クしてソフトウェアコンポーネントエディタを開きます。  

 ソフトウェアコンポーネントエディタで Insert → Component を選択
します。 
“Select item…”ダイアログボックスが開きます。  

 “Select item…”ダイアログボックスの“1 Database”または
“1 Workspace”ペインでインターフェース ModeInterface を選択
して OK をクリックします。 
“Properties for complex element: ModeInterface”ダイアログボック
スが開きます。 

 OK をクリックしてデフォルト設定をそのまま確定します。 

9.3.1 ソフトウェアコンポーネントの初期化と終了 
 

AUTOSAR のモードを使用すると、RTE 起動時に内部データ構造の初期化などを行う処理を実行す

ることできます。同様に、システム終了時にはデータを保存したりオペレーション結果をログに記録

したりするような処理を実行することも可能です。 

各モード宣言グループには「初期モード」を定義し、システム開始時に、<MODE-SWITCH-
EVENT>1 / <SWC-MODE-SWITCH-EVENT>2で初期化モードの入り口として定義されたランナブ

ルが起動されるようにします。 

モード切り替えイベントを作成する: 

 “Software Component Editor for: Swc”ウィンドウの“Event 
Specification”タブを選択します。 

 Event →Add Event を選択し、追加されたイベントの名前を
ModeEvent にします。  

 "Event Kind"コンボボックスから ModeSwitch を選択します。 
 モード切り替えについて以下のように設定します（105 ページの図 42

を参照）。 
− Activation: entry 
− Assigned Mode: On::OnOffMode 

初期モード入口用の<MODE-SWITCH-EVENT> / <SWC-MODE-SWITCH-EVENT>を宣言すること

により、ソフトウェアコンポーネント内のランナブルエンティティが RTE 開始時に起動されるようにす

ることができます。 

9.3.2 モード切り替え時にランナブルエンティティをトリガする 
 

設定されているモード切り替えイベントを、他のすべてのイベントと同様にソフトウェアコンポーネン

トの<INTERNAL-BEHAVIOR>1 / <SWC-INTERNAL-BEHAVIOR>2エレメント内で使用して、ラン

ナブルエンティティをモードの入口か出口のどちらかに起動されるようにすることができます。 

                                                
1 AUTOSAR R3.1.5 以前 
2 AUTOSAR R4.0.* 
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ランナブルエンティティを作成する: 

 “Software Component Editor for: Swc”ウィンドウの“Outline”タブで、
ダイアグラム（例: Main）を選択します。 

 Insert → Runnable を選択し、そのランナブルの名前を
ModeRunnable にします。 

ランナブルエンティティの詳細については、8.2 項「ランナブルエンティティ」を参照してください。 

RunnableEntity を入口用に定義する場合、このランナブルエンティティはカテゴリ 1 である必

要があります。つまり、RTE のブロッキング呼び出しを行ったり、他のアプリケーションコンポーネン

トにアクセスしたりすることはできません。 

同様に、出口用に定義されたシステムの場合、ソフトウェアコンポーネントには、データを格納して

終了（ターミネーション）をログに記録するなどの処理が必要になります。「終了」は、「シャットダウン」

に関連付けられた新しいモードへのトランジションである、という見方をすれば、基本原理は初期化

の場合と同じです。 

ランナブルにモード切り替えイベントを割り当てる: 

 “Software Component Editor for: Swc”ウィンドウの“Event 
Specification”タブを選択します。 

 “Events”フィールドから ModeEvent を選択します。 
 “Runnables”フィールドからランナブル ModeRunnable を選択しま

す。 
 Event →Assign Event を選択するか、または>>ボタンを押します。 

 

図 56: ModeRunnable に ModeEvent を割り当てる 

モード切り替えイベントがランナブルエンティティにマッピングされると、ASCETはコンフィギュレーシ

ョン言語で<MODE-SWITCH-EVENT>1 / <SWC-MODE-SWITCH-EVENT>2エレメントを生成します。

106 ページのコード 63（AUTOSAR R3.1.2）または 106 ページのコード 64（AUTOSAR R4.0.2）を参

照してください。 

各<MODE-SWITCH-EVENT>/<SWC-MODE-SWITCH-EVENT>エレメントには以下の 3 つの情報

が定義されます。 

1. <START-ON-EVENT-REF>エレメントで、起動すべきランナブルエンティティが定義されま

す。これは同じソフトウェアコンポーネント型内のランナブルエンティティへの参照です。 

                                                
1 AUTOSAR R3.1.5 以前 
2 AUTOSAR R4.0.* 
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2. <ACTIVATION>エレメントでは、ランナブルエンティティがモードの入口と出口のどちらでトリ

ガされるかが定義されます。ASCET は ENTRY または EXIT というテキストをサポートしてい

ます。モード切り替えイベントはモードの入口か出口のどちらにも適用できますが、1 つのモ

ード切り替えイベントを入口と出口の両方に適用することはできません。ランナブルの起動

が入口と出口の両方に必要な場合は、モード切り替えイベントを 2 つ定義する必要がありま

す。 

3. <MODE-IREF>エレメントで、モード切り替えイベントに関連付けられるモードが定義されま

す。<MODE-IREF>には 3 つの参照（ポートプロトタイプ、モード宣言グループプロトタイプ、

そのモード宣言グループプロトタイプを型分けするモード宣言グループ）が含まれている必要

があります。 

<MODE-DECLARATION-GROUP>エレメント内の 1 つのモードが、そのグループの初期モードとし

てマークされます。Rte_Start により RTE が起動されると、グループ内で初期モードの入口に関

連付けられているすべてのモード切り替えイベントがトリガされます。 

 

注記 

同じモードの入口（または出口）で 2 つ以上のランナブルエンティティがトリガされる場合、各ラン

ナブルエンティティの実行順序は指定できません。移植性を持たせるためには、システムがそれ

らの実行順序に影響されないようにしてください。 

9.3.3 モードの無効化 
 

<MODE-DEPENDENCY>1 / <DISABLED-MODE-IREFS>2エレメントにより、イベントのビヘイビア

をモードごとに変えることができます。これにより、アクティブモードに応じてランナブルエンティティ

の起動を抑止することができます。 

ランナブルの起動を無効にする: 

 “Software Component Editor for: Swc”ウィンドウの“Event 
Specification”タブを選択します。 

 “Events”フィールドからイベント ModeEvent を選択します。 
 モード off を無効にします。 

 

図 57: ModeEvent のモード off を無効にする 

                                                
1 AUTOSAR R3.1.5 以前 
2 AUTOSAR R4.0.* 
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以下の<MODE-DEPENDENCY>1 / <DISABLED-MODE-IREFS>2エレメントに、この無効化された

モードが記述されています。 

 

コード 94: ARXML コード –  無効化されたモードを含むモード切り替えイベントの定義（AUTOSAR 
R3.1.2） 

                                                
1 AUTOSAR R3.1.5 以前 
2 AUTOSAR R4.0.* 
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コード 95: ARXML コード –  無効化されたモードを含むモード切り替えイベントの定義（AUTOSAR 
R4.0.2） 

<MODE-DEPENDENCY>1 / <DISABLED-MODE-IREFS>2エレメント内に指定されているモードが

アクティブになっても、RTEはランナブルを起動しません。つまり起動要求は破棄されます。 

モードインスタンスの詳しい実装方法については、『RTA-RTE User Guide』を参照してください。 

                                                
1 AUTOSAR R3.1.5 以前 
2 AUTOSAR R4.0.* 
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10 ソフトウェアコンポーネントの実装 
 

本章では、ASCET でソフトウェアコンポーネントをモデリングして、RTE が必要とするオブジェクトを

宣言する方法、および RTE ジェネレータにより生成される RTE API の使用法について説明します。 

10.1 基本概念 
 

10.1.1 ネームスペース 
 

グローバルネームスペースで見ることのできるすべての RTE シンボル（関数名やグローバル変数

など）には、Rte_ または RTE_ というプレフィックスが付加されます 

注記 

ネームスペースの衝突を防ぐため、ユーザーは Rte_または RTE_というプレフィックスを使用す

るシンボルは作成しないでください。 

10.1.2 ランナブルの命名規則 
 

RTE ジェネレータは、ユーザーのランナブルエンティティを起動するコードを生成します。この際、

RTE の内部メカニズムは、定義済みインターフェースを通じてユーザーのコードにアクセスできなけ

ればなりません。 

ユーザーのランナブルエンティティ内に定義された名前を持つ各ランナブルエンティティについて、

<SYMBOL>で定義する必要があります。すべてのランナブルエンティティが定義されていないと、コ

ンパイルにおいてユーザーアプリケーションをリンクして ECU の実行イメージを構成する際、エラー

が発生し、未定義のランナブルエンティティのエントリポイントがエラーメッセージとして報告されま

す。 

ランナブルエンティティは、要求された時点で、RTE が生成したコードによって実行されます。ランナ

ブルエンティティ用のエントリポイントを提供する関数をアプリケーションソフトウェアコンポーネント

から直接呼び出すことはできません。 

10.1.3 APIの命名規則 
 

RTE の API コールの名前は、各ソフトウェアコンポーネント用に、RTE ジェネレータの入力に由来す

る名前を使用して生成されます。RTE API は各ソフトウェアコンポーネント用に一貫したインターフェ

ースを提供し、RTE ジェネレータがさまざまな実装条件において API 機能を提供できるようにします。 

各 API コール名は以下のように構成されます。 

 プレフィックス Rte_  
 機能（read、write など） 
 以下のいずれか 

− ポート名とデータアイテム名（センダ／レシーバ）またはこの呼び出しの処理を決定する

オペレーション名（クライアント／サーバー） 

− この呼び出しの処理対象となるオブジェクト（排他領域など）の名前 

従って、ポートによる通信を伴う RTE の API コールの名前は以下の形式になります。 
Rte_StatusType Rte_<API call name>_<port>_<dataitem/operation> 

それ以外の RTE API の名前は以下の形式になります。 
Rte_StatusType Rte_<API call name>_<object name> 
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10.1.4 APIの引数受渡しのメカニズム 
 

RTE の API コールには 1 つまたは複数の引数を指定できます。API 引数（存在する場合）は、以下

の 3 種類に分類されます。 

 入力（"in"）引数 – AUTOSAR 基本データ型（ただし文字列型以外）のすべての入力引数は
「値渡し」で、文字列型および他の複合データ型の入力引数（つまり、レコードまたは配列）は
参照渡しです。 

AUTOSAR では文字列型は基本データ型として規定されていますが、文字列型はサイズが

不定なので値渡しが行えないため、複合データ型と同様に扱われます。 

入力引数は読み取り専用です。 

 出力（"out"）引数 – 出力引数は、API 関数で引数値を変更できるように、常に「参照渡し」で
す。 

出力引数は書き込み専用です。 

 入出力（"in/out"）引数 – 入出力引数の場合は「参照渡し」ですが、「非同期クライアント／サ
ーバー呼び出し」の場合は例外で、基本データ型（文字列型以外）は Rte_call には値渡
し、Rte_Result には参照渡しとなります。 

入出力引数は、呼び出される API 関数から読み取りも書き込みも行えます。 

  

注記 

ASCET は、プロジェクトプロパティで指定された XML コンフィギュレーションファイル内に API 引
数の識別子を設定します（24 ページの「メモリセクション定義ファイルを定義する」を参照）。な

お、AUTOSAR メモリセクションの標準的なコンフィギュレーションが、

memorySections_Autosar.xml および memorySections_Autosar4.xml というサン

プルファイルに格納されています。 

AUTOSAR プロジェクトのコードを生成する際、ASCET は指定された XML コンフィギュレーション

ファイルに定義されているメモリセクションをロードします。XML コンフィギュレーションファイルの

内容を変更した場合、コード生成開始前にユーザーが Build →Touch →Recursive を実行

した場合に限りその変更内容がコード生成に反映されます。 

 

10.2 アプリケーションソースコード 
 

ASCET は C コードジェネレータですが、RTE も C コードを生成します。現時点では、ASCET V6.1 は

シングルインスタンスのソフトウェアコンポーネントをサポートしています。 

10.2.1 アプリケーションヘッダファイル 
 

ASCET で生成された各ソフトウェアコンポーネントには、RTE 設定時に作成されたアプリケーション

ヘッダファイルがインクルードされます。 

 

コード 96: C コード – アプリケーションヘッダファイルをインクルードする 

RTE API はソフトウェアコンポーネント型ごとに固有なので、コンポーネントの全体または一部が定

義された各ソースコードファイル用のプリケーションヘッダファイルにのみインクルードされます。lly). 
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注記 

ASCET は、生成したコードを保存用ディレクトリにエクスポートするときにヘッダファイルをアプリ

ケーションソフトウェアにインクルードします（3.1.4 項「コード生成」の、プロジェクトのコードを生

成する方法を参照）。ユーザーは、コード生成ディレクトリ内に保存された中間ファイルは使用し

ないでください。  

 

アプリケーションヘッダファイルに含まれている「API マッピング」はソフトウェアコンポーネントごとに

異なる可能性があるので、1 つのソースモジュールに複数のアプリケーションヘッダファイルをイン

クルードすることはできません。RTE ジェネレータにより生成されるヘッダファイルでは、このような

複数ファイルのインクルードに対する保護策が講じられています。 

コンポーネント型固有のヘッダファイルにはそのコンポーネントの RTE API が定義されます。 

10.2.2 ランナブルエンティティ用のエントリポイントシグネチャ 
 

ユーザーは ASCET で、ソフトウェアコンポーネント内のランナブルのインプリメンテーションをモデリ

ングし、ASCET は、ソフトウェアコンポーネントを実行時に機能させるために必要なすべてのランナ

ブルエンティティのソースコードを生成します。 

ASCET は、コンポーネントディスクリプション内に宣言された各<RUNNABLE-ENTITY>用に、エント

リポイント（つまり C 関数）を生成します。 

 

コード 97: C コード – ランナブルエンティティのエントリポイント 

ランナブルエンティティのエントリポイント関数のシグネチャは、以下の実装規則に従っています。 

 ユーザー定義の引数はありません。 
 戻り値はありません（つまり void という戻り値型を指定する必要があります）。 
 メモリクラスは必ず CODE を使用します。 

ランナブルエンティティを実際にトリガするイベントがどのイベントであろうと、「オペレーション呼び出

しイベント」以外のすべての RTE イベントは、ランナブルエンティティのエントリポイントとして同じ基

本シグネチャを使用します。 

ランナブルエンティティがいずれかの<OPERATION-INVOKED-EVENT>に使用されている場合は、

引数の追加が必要になる可能性があります。 
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コード 98: C コード – サーバーランナブルエンティティ  

オペレーション呼び出しイベントの結果として呼び出されるランナブルエンティティのエントリポイント

関数のシグネチャは、以下の実装規則に従っています。 

 サーバーがアプリケーションエラーを規定している場合は、戻り値を持ちます。その場合、
Std_ReturnType が使用されます。 

 仮引数はオペレーションの各種引数（入力、入出力、出力）です。これらの引数の受渡しは、
型に応じて、「値渡し」または「参照渡し」で行われます。 

 メモリクラスは必ず CODE を使用します。 

10.3 センダ／レシーバ通信 
 

非キューイング型センダ／レシーバ通信を処理するための RTE の API コールは、データアクセス

のタイプにより異なります 

 明示的アクセスの非キューイング型通信 

− Rte_Write による送信 

− Rte_Read による受信 

− Rte_Dread による受信（AUTOSAR R4.0.*） 

明示的アクセスによる非キューイング型通信は、必要に応じてステータス付きで実装できま

す。 

 暗黙的アクセスの非キューイング型通信 

− Rte_IWrite による送信 

− Rte_IRead による受信 

暗黙的 API の場合、ランナブルエンティティを呼び出す際はデータのコピーをローカルにキ

ャッシュしたものを使用し、データの一貫性を守ります。データは、ランナブルエンティティの

実行開始前にグローバルキャッシュに読み込まれ、ランナブルエンティティの終了後にグロ

ーバルキャッシュから書き出されます。ランナブルエンティティの実行中に書き出し処理が何

回行われても、実際のデータ書き出しは 1 回しか行われません。 

RTE は、キャッシュされているデータがランナブルエンティティ実行中に変更されないことを

保証します。 
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暗黙的 API を使用する条件としては、あるランナブルエンティティが呼び出されて所定のデ

ータにアクセスする際、そのランナブルエンティティが 1 回呼び出されて実行される間にその

データを何回アクセスしても毎回必ず同じ値が読み出されるようにする必要がある場合です。 

以下の項では、アプリケーションでこのような通信を使用する方法について説明します。 

10.3.1 ポートへの送信 
 

明示的通信によるポートへの送信 

コンポーネントは他のコンポーネントへのデータ送信に Rte_Write コールを使用します。このコー

ルはポートごとに定義され、各コンポーネント用のデータアイテムを受け渡すためのインターフェー

スとなるので、シグネチャは以下のようになります。 
Rte_StatusType Rte_Write_<Port>_<DataItem>(DataItemType Data) 

 

以下に、8.4.1 項「明示的な送信」に示された例（下図）に対して ASCET が生成する C コードを示し

ます。 

 

  

コード 99: C コード – 明示的な送信（8.4.1 項「明示的な送信」の例） 

ステータス付き明示的通信によるポートへの送信 

明示的アクセスは、必要に応じてステータス付きで実装することもできます。 

ステータス付き明示的通信を設定する: 

 8.4.1 項の「明示的な送信」（111 ページ）の例から、プロジェクト
ARProject のソフトウェアコンポーネント Swc を開きます。 

 ソフトウェアコンポーネントエディタの描画領域で RTE アクセス演算子
を右クリックして、ショートカットメニューから Access → Explicit 
with Status を選択します（図 58）。 
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図 58: ステータス付きの明示的通信の設定 

 RTE Status ボタンを使用し、RTE Status 演算子を作成して描画エリ
アに配置します。 

 いずれかの* Literal ボタンを使用し、リテラルを作成して描画エリア
に配置します。 

 リテラルを編集し（詳細はオンラインヘルプを参照）、39 ページの
「Std_ReturnType」の中のいずれかのステータス／エラー値を入力し
ます。 
この例では RTE_E_NO_DATA を使用します。 

 論理変数（例: noData）を追加します。 
 変数のシーケンスコールをコネクタに変換します（詳細はオンラインヘ

ルプを参照）。  
 Equal 演算子を追加します。 
 各アイテム（リテラル、RTE ステータスブロック、演算子、変数）図 59

のように接続します。 
 RTE ステータスブロックの下のピンを変数 noError に接続します。 

 

図 59: 値 120 をステータス付きの明示的通信によりセンダポートに送る 

この例では、ASCET は以下のような C コードを生成します。 
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コード 100: C コード – ステータス付きの明示的送信  

暗黙的通信によるポートへの送信 

暗黙的 API の場合、データにアクセスするものとして宣言されているランナブルエンティティへの参

照が API 名に含まれています。ランナブルエンティティを作成する際は、正しい API を呼び出すよう

にするために注意が必要です。Rte_IWrite API は以下のようにデータを読み取ります。 
Rte_StatusType Rte_IWrite_<runnable>_<port>_<data>( DataItemType 
Data) 

キャッシュはランナブルエンティティの起動前に更新されます。Rte_IWrite はキャッシュされたコ

ピーにデータを書き込むので、データの書き込み処理が何回行われても、書き込み後のデータはラ

ンナブルエンティティの終了後でないと見ることができません。 

8.4.2 項「暗黙的な送信」に示された例（下図）に対して、ASCET は以下のような C コードを生成しま

す。 

 

 

コード 101: C コード – 暗黙的送信（8.4.2 項「暗黙的な送信」の例）  
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10.3.2 ポートからの受信 
 

明示的通信によるポートからの受信 

コンポーネントは他のコンポーネントから送られるデータアイテムの受信に Rte_Read コールを使

用します。このコールはポートごとに定義され、各コンポーネント用のデータアイテムを受け渡すた

めのインターフェースとなるため、シグネチャは以下のようになります。 

 AUTOSAR R3.1.5 以前 
Rte_StatusType Rte_Read_<Port>_<DataItem>(DataItemType* Data) 

 AUTOSAR R4.0.* 
Rte_StatusType Rte_DRead_<Port>_<DataItem>() 

8.5.1 項「明示的な受信」に示された例（下図）に対して、ASCET は以下のような C コードを生成しま

す。 

 

 

コード 102: C コード – 暗黙的受信（8.5.1 項「明示的な受信」－ AUTOSAR R3.1.2） 
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コード 103: C コード – 暗黙的受信（8.5.1 項「明示的な受信」－ AUTOSAR R4.0.2） 

ステータス付き明示的通信によるポートからの受信 

明示的アクセスは、必要に応じてステータス付きで実装できます。ステータス付き明示的通信の設

定については、10.3.1 項「ポートへの送信」（145 ページ）の「ステータス付き明示的通信によるポー

トへの送信」にある例を参照してください。 

前項の例にステータス付き明示的通信を設定した場合、ASCET は以下のような C コードを生成しま

す。 
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コード 104: C コード – ステータス付きの明示的受信（AUTOSAR R3.1.2） 

 

コード 105: C コード – ステータス付きの明示的受信（AUTOSAR R4.0.2） 

Rte_Read は読み取るデータがない場合でもノンブロッキングで実行されます。データがない場合、

戻り値は RTE_E_NO_DATA になります。 
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暗黙的通信によるポートからの受信 

暗黙的 API の場合、データにアクセスするものとして宣言されているランナブルエンティティの参照

が API 名に含まれています。ランナブルエンティティを作成する時には、正しい API を呼び出すよう

にするために注意が必要です。Rte_IRead API は以下のようにデータを読み取ります。 
DataItemType Rte_IRead_<runnable>_<port>_<data>() 

キャッシュはランナブルエンティティの起動前に更新されるので、ランナブルエンティティの 1 回の実

行の中では、Rte_IRead から返される値は変わりません。 

8.4.2 項「暗黙的な送信」に示されている例（下図）に対して、ASCET は以下のような C コードを生成

します。 

 

 

コード 106: C コード - 暗黙的受信（8.4.2 項「暗黙的な送信」の例） 

10.4 クライアント／サーバー通信 
 

クライアント／サーバー通信は、 Rte_Call API コールにより開始されます。 

CLIENT_MODE が同期モード（synchronous）に設定されている場合は、Rte_Call はサーバ

ーによるオペレーションが完了してからコントロールを返します。つまり、ユーザーのコードは、サー

バーが結果を返してくるまでは以降の処理を続行しません。結果は、算出されると Rte_Call の

戻り値としてコンポーネントに返されます。 
Rte_StatusType Rte_Call_<Port>_<Operation>(  InParam1Type  In_1, 

…,  

InParamNType  In_N, 

OutParam1Type Out_1,  

…,  

OutParamMType Out_M) 



ETAS ソフトウェアコンポーネントの実装 

ASCET V6.2 AUTOSAR ユーザーズガイド  152 

10.4.1 サーバーオペレーションの実装 
 

サーバーポートが定義されているコンポーネントには、オペレーション呼び出しイベントに対応する

ランナブルエンティティを実装する必要があります。そのようなランナブルエンティティのシグネチャ

は、10.2.2 項「ランナブルエンティティ用のエントリポイントシグネチャ」に明記されている規則に従う

必要があります。 

以下に、8.6 項「ポートへのサーバーリクエストへの応答」のランナブル Server_MaximumValue
を実装する方法を紹介します。 

サーバーオペレーションを実装する: 

 90 ページの「サーバーポートを作成する」の方法で、P ポート Server 
を作成します。 

 ダイアグラム Server_CSInterface をロードします。 
 図 60 のようにオペレーション Server_MaximumValue を実装しま

す。 

 

図 60: オペレーション Server_MaximumValue をダイアグラム Server_CSInterface に実

装する 

このオペレーション Server_MaximumValue について、ASCET は以下のようなサーバーランナ

ブルを生成します。 
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コード 107: C コード – サーバーランナブル 

サーバーは、クライアントから通信サービス経由で受信したリクエストで呼び出されたり、タスク内通

信で直接呼び出されたりするなど、複数のソースから呼び出される可能性があります。ランナブル

のコンフィギュレーション内に「同時実行可能」としてマークされていないサーバーに対するリクエス

トは、RTE により先入れ先出し（FIFO）方式でキューイングされ、サーバーへのアクセスは逐次化さ

れます。 

10.4.2 ポートにクライアントリクエストを発行する 
 

ランナブルエンティティは、サーバーポートにオペレーション要求が発行されるたびに RTE によって

呼び出されます。 

8.7 項「ポートへのクライアントリクエスト」（123 ページ）の例（下図）に対して、ASCET は以下のよう

な C コードを生成します。 
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コード 108: C コード – クライアントリクエスト 

10.5 適合パラメータへのアクセス 
 

適合パラメータが宣言されているソフトウェアコンポーネントは、実行時に以下の API コールを使用

して各特性値にアクセスします。 
CalprmElementType Rte_Calprm_<Port>_<CalprmElement>() 

このコールは適合データ（基本型）、またはデータのポインタ（複合型）を返します。 

ファンクション内の適合データは ASCET の「パラメータ」を用いてモデリングされます。アプリケーシ

ョンソフトウェアコンポーネント内では、パラメータマッピングテーブルを使用して適合データを

AUTOSAR 適合コンポーネントの適合パラメータに対応付けることができます。 

パラメータを含むファンクションを作成する: 

 ASCET コンポーネントマネージャで Insert → Class →Block 
diagram を選択し、ASCET クラスを作成します。  

 このクラスの名前を ClassWithParam にします。 
 ブロックダイアグラムエディタで ClassWithParam を開きます。 
 Logic Parameter ボタンで論理パラメータを作成します。 

“Properties for Scalar Element: log”ダイアログボックスが開きます。 
 このパラメータの名前を localLog にし、スコープを Imported に

変更します。 
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図 61: パラメータ localLog のスコープを Imported に設定する 

 localUdisc という名前の符号なし離散パラメータを作成し、スコー
プを Imported に変更します。 

 以下のメソッドをモデリングします。 
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図 62: メソッド calc のブロックダイアグラム 

ファンクションの内部パラメータを AUTOSAR 適合パラメータにマッピングする: 

 23 ページの方法でプロジェクトを作成します。 
 26 ページの方法で、新しいプロジェクトにソフトウェアコンポーネント

Swc を挿入します。 
Swc に、78 ページの 6.4 項「適合」で作成した適合インターフェース
CalInterface を挿入します。 

 Swc に、クラス ClassWithParam を挿入します。 
 以下のブロックダイアグラムのように、変数 inValue1、inValue2、 

outValue1、outValue2 を挿入します。 

 

図 63: ソフトウェアコンポーネント内の ClassWithParam へのアクセス 
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 ランナブル Runnable_Entity を作成し、このランナブル内のメソッ
ド calc にシーケンスを割り当てます。 

 ソフトウェアコンポーネントエディタの“Parameter Mapping”タブを選
択します。 
テーブルの左列には、ソフトウェアコンポーネントのモジュールとクラス
にインポートされたすべてのパラメータがリストアップされます。 
右列は、各インポートパラメータのドロップダウンリストになっています。
ソフトウェアコンポーネント内の適合パラメータのうち、左列のパラメー
タと型が一致するものが選択肢として提示されます。  

 パラメータ localLog について、適合パラメータ calParam1 を選
択します。 

 

図 64: インポートパラメータと適合パラメータとのマッピング 

 パラメータ localUdisc について、適合パラメータ calParam3 を
選択します。  

 

これでパラメータのマッピングは終了です。 
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図 65: マッピングされたパラメータ 

クラス ClassWithParam について、ASCET は以下のような C コードを生成します。 

 

コード 109: C コード – マッピングされたパラメータを含むクラス 

注記 

ソフトウェアコンポーネントが開いている時に適合インターフェースを編集した場合は、メニューコ

マンド Mapping →Update を実行して、“Parameter Mapping”タブでの変更内容を更新する

必要があります。 

 

10.6 ASCETメッセージへのアクセス 
 

AUTOSAR には ASCET メッセージの概念がありません。作成した SWC が ASCET メッセージを含む

モジュールを使用している場合、すべてのメッセージをセマンティック的に等価である AUTOSAR エ

レメントにマッピングする必要があります。 

このマッピングは、ASCET のソフトウェアコンポーネントエディタの“Message Mapping”ビューで専

用のエディタを使用して行うことができます。 

このエディタでは、メッセージを以下の規則に従って AUTOSAR エレメントにマッピングすることがで

きます。 

 各メッセージは互換性のある型のエレメントにのみマッピングできます。 
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メッセージの型 AUTOSARエレメントの型 

Continuous (cont) cont / sdisc / udisc 

Signed Discrete (sdisc) cont / sdisc / udisc 

Unsigned Discrete (udisc) cont / sdisc / udisc 

Logic (log) log 

Enumeration (enum) Enumeration （同じ型） 

表 3: ASCET メッセージと互換性のある AUTOSAR の型 

 純粋な送信メッセージは、P ポートとして使用されるセンダ／レシーバインターフェースのエレ
メントにのみマッピングできます。これは、メッセージの値は SWC 内で使用されず、別の
SWC が使用するためのものであるからです。 

「純粋な送信メッセージ」とは、SWC 内の 1 つのモジュールにのみ存在し、別のモジュールに

よって受信されないものを指します。 

 純粋な受信メッセージは、R ポートとして使用されるセンダ／レシーバインターフェースのエレ
メントにのみマッピングできます。これは、メッセージの値は SWC 内では与えられず、別の
SWC によって与えられなければならないためです。  

「純粋な受信メッセージ」とは、SWC 内で送信メッセージとして使用されない受信メッセージを

指します。 

 他のすべてのメッセージ（センダ／レシーバメッセージ、および 1 つのモジュールで送信メッ
セージとして定義され別のモジュールで受信されるメッセージ）は、インターランナブル変数
または P ポートとして使用されるセンダ／レシーバインターフェースのエレメントにマッピング
することができます。 

ASCET モジュールを SWC 内で容易に再利用できるようにするため、SWC からマッピングをエクス

ポートして別の SWC にインポートすることができます。詳しくは ASCET オンラインヘルプを参照して

ください。 

メッセージを含むモジュールを作成する: 

 ASCET コンポーネントマネージャで、Insert → Module → Block 
diagram を選択して ASCET モジュールを作成します。  

 そのモジュールの名前を ModuleWithMsg にします。 
 ブロックダイアグラムエディタで ModuleWithMsg を開きます。 
 SendReceive Message ボタンで受信メッセージを作成します。 

"Properties for Scalar Element: message”ダイアログボックスが開き
ます。 

 メッセージの名前を SendRecMsg1 にして、基本型を Signed 
Discrete に変更します。 

 OK をクリックしてプロパティエディタを閉じます。 
 第 2 の送受信メッセージを追加し、名前を SendRecMsg2 にして、基

本型を Signed Discrete に変更します。 
 送信メッセージを追加し、名前を SendMsg にして、基本型を Logic

に変更します。 
 SendRecMsg1 と SendRecMsg2 を sint8 として実装します（図 

10 参照）。 
 SendMsg を bool として実装します。 
 以下のプロセスをモデリングします。 
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図 66: プロセス process のブロックダイアグラム 

ASCET メッセージを AUTOSAR エレメントにマッピングする: 

 プロジェクト ARProject を作成し（23 ページ参照）、セットアップしま
す（23 ページ参照）。 

 ソフトウェアコンポーネント Swc を作成し（26 ページ参照）、1 つのラン
ナブルエンティティと 3 つのインターランナブル変数を挿入します（125
ページ参照）。 

名前 IRV_sdisc1 IRV_sdisc2 IRV_log 

基本型 Signed Discrete Logic 

実装型 sint8 bool 

内部アクセス Implicit Explicit Implicit 
  

 センダ／レシーバインターフェース SRinterface（62 ページ参照） 
を作成し、sdisc データエレメントを 2 つ挿入して sint8 として実装
し、さらに log エレメントを 1 つ挿入して bool として実装します。 

 

 モジュール ModuleWithMsg を Swc に追加します。 
 SRinterface を使用して、Swc 内にセンダポートを作成します（87

ページ参照）。  
 Swc を ARProject に追加します。 
 プロジェクトエディタウィンドウの“Outline”タブで Swc をダブルクリック

し、コンポーネントをプロジェクトコンテキストとして開きます。 
 ソフトウェアコンポーネントエディタの“Message Mapping”タブを選択

し、さらに上部の“Internal Access”タブを選択します。 
テーブルの左列にはインターランナブル変数にマッピングできるすべ
てのメッセージがリストアップされます。  



ETAS ソフトウェアコンポーネントの実装 

ASCET V6.2 AUTOSAR ユーザーズガイド  161 

テーブルの右列は各メッセージ用のドロップダウンリストになっていま
す。各リストにはメッセージにマッピングできるインターランナブル変数
が表示されます。 

 図 67 のように、メッセージをインターランナブル変数にマッピングしま
す。 

 

図 67: メッセージとインターランナブル変数のマッピング 

 上部の“External Access”タブを選択します。 
テーブルの左列には、センダポートまたはレシーバポートのデータエ
レメントにマッピングできるすべてのメッセージがリストアップされます。  
テーブルの右列は各メッセージ用のドロップダウンリストになっていま
す。各リストにはメッセージにマッピングできるデータエレメントが表示
されます。 

 図 68 のように、メッセージをデータエレメントにマッピングします。 

 

図 68: メッセージとデータエレメントのマッピング 

これでメッセージマッピングが終了しました。 

モジュール ModuleWithMsg について、ASCET は以下のような C コードを生成します。 
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コード 110: C コード – マッピングされたメッセージを含むモジュール 

10.7 排他領域による並行処理制御 
 

1 つのコンポーネントの中に、同じプロトタイプステートへの同時書き込みアクセスを必要とするラン

ナブルエンティティが 2 つ以上ある場合、API Rte_Enter および Rte_Exit を使用してデータ

の整合性を確実に維持する必要があります。 

1 つのコンポーネントには、同時に起動きる複数のランナブルエンティティが定義されているので、

これらのランナブルエンティティがプライベートグローバルデータ（データメモリセクション内のエレメ

ントなど）や非リエントラントな関数に同時にアクセスしてしまう可能性があります。 

OS の並行処理制御メカニズムはコンポーネントからは隠されていますが、以下の RTE API を用い

ることによって適切な OS メカニズムをコンポーネントに適用し、排他領域への明示的アクセスを実

現することができます。 

 Rte_Enter_<exclusive area name> enters an exclusive area.  
 Rte_Exit_<exclusive area name> exits an exclusive area.   

排他領域を宣言しているコンポーネントのために生成される RTE API にはこれらの API コールが

含まれるので、共有データへの同時アクセスを制御できます。 

10.7.1 排他領域に割り当てられるランナブルのシーケンス 
 

コンポーネントでは、ユーザーが設定時に定義した任意の排他領域 ID について、 API コール

Rte_Enter およ Rte_Exit を使用できます。 

8.9 項 8.9「排他領域」（129 ページ）で作成した排他領域 SwcExclusiveArea には、以下のよう

なコールが使用されます。 
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コード 111: C コード – 排他的領域の入口と出口 

 

131 ページの 8.9.3 項の例（下図）に対して、ASCET は以下のような C コードを生成します。 

 

 

コード 112: C コード – 排他的領域のコード例 

 

注記 

排他領域のスコープは「ソフトウェアコンポーネントプロトタイプ」であり、ソフトウェアコンポーネ

ント型やシステム全体ではないので、排他領域で並行処理を制御できるのは 1 つのソフトウェア

コンポーネントの中だけです。ただし AUTOSAR コンポーネントを使用して共有データへのアクセ

スの調停を行うと、これより広いスコープを実現することができます。 
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11 お問い合わせ先 
 

ETAS 本社 

ETAS GmbH   

Borsigstraße 14 Phone:  +49 711 89661-0 

70469 Stuttgart Fax:  +49 711 89661-106 

Germany WWW: www.etas.com/ 
 

ETAS の各支社と技術サポート 

各地域の支社と技術サポート窓口につきましては、ETAS ホームページをご覧ください。 

各地域の支社 WWW: www.etas.com/en/contact.php 

技術サポート WWW: www.etas.com/en/hotlines.php 

 

http://www.etas.com/
http://www.etas.com/en/contact.php
http://www.etas.com/en/hotlines.php
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